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はじめに

『Oracle Solaris 11 GNOMEデスクトップのアクセシビリティーガイド』では、Oracle
Solaris 11デスクトップのアクセシビリティー機能を構成、カスタマイズ、および使
用する方法について説明します。このガイドの情報の大部分は、Oracle Solarisデスク
トップのすべてのリリースでの一般的な内容です。7ページの「サポートされてい
るシステム」を参照してください。情報が一般的でない場合は、プラットフォーム
が示されます。

サポートされているシステム
このリリースのOracle Solarisデスクトップでは、SPARCおよび x86プラット
フォームでOracle Solaris 11オペレーティングシステムを実行しているシステムがサ
ポートされています。

このガイドの読者対象
このガイドは、ユーザー、システム管理者、およびOracle Solarisデスクトップによ
る障害者のサポート方法について関心があるすべての者を対象としています。

内容の紹介
このガイドは、次のように構成されています。

■ 第 1章「アクセシビリティーの紹介」では、アクセシビリティー要件の概要およ
びその要件をOracle Solarisデスクトップで満たす方法について説明します。

■ 第 2章「支援技術を使用する」では、スクリーンリーダー、拡大鏡、点字出力な
ど、Oracle Solarisデスクトップで使用可能な支援技術アプリケーションを使用す
る方法について説明します。

■ 第 3章「マウスとキーボードを構成する」では、キーボード、マウス、およびそ
の他のポインティングデバイスの動作を調整する方法について説明します。

■ 第 4章「キーボードを使用してデスクトップをナビゲートする」では、Oracle
Solarisデスクトップおよびアプリケーションをキーボードだけで使用する方法に
ついて説明します。
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■ 第 5章「デスクトップの表示をカスタマイズする」では、Oracle Solarisデスク
トップのテキストやグラフィックスのサイズと色を調整する方法について説明し
ます。

■ 第 6章「システム管理」では、Oracle Solarisデスクトップの特定のアクセシビリ
ティー機能を有効にするためにシステムで実行する必要があるタスクについて説
明します。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

はじめに
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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アクセシビリティーの紹介

この章では、Oracle Solarisデスクトップのアクセシビリティーについて紹介しま
す。

アクセシビリティーの概要
アクセシビリティー機能を使用すれば、障害のある人も簡単かつ効率的にソフト
ウェアを使用できます。

Oracle Solarisデスクトップは使いやすい数多くのアクセシビリティー機能が組み込
まれています。Oracle Solarisデスクトップでサポートされているアプリケーション
およびユーティリティーはすべて、アクセシビリティーと操作性を考慮して設計さ
れています。低視力や運動技能障害など身体に障害のあるユーザーも、カスタマイ
ズツールが使用可能であるため、Oracle Solarisデスクトップのすべての機能を使用
できます。カスタマイズツールを使用すると、デスクトップの表示や動作をカスタ
マイズできます。

Oracle Solarisデスクトップをカスタマイズできることによって、デスクトップのア
クセシビリティーが大幅に改善されています。このガイドでは、デスクトップで使
用可能なさまざまなカスタマイズオプションについて説明します。

1第 1 章
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支援技術を使用する

Oracle Solarisデスクトップには、視覚に障害のあるユーザーがデスクトップを使用
することを支援する、Orcaスクリーン・リーダ、拡大鏡、および点字出力アプリ
ケーションが同梱されています。

また、Oracle Solarisデスクトップのデスクトップアプリケーションおよび
ユーティリティーは、アクセシビリティーと操作性を考慮して設計されていま
す。ただし、デフォルトのアプリケーションでは、特別なニーズを持った
ユーザーには適さない例外もいくつかあります。このような状況では、デフォルト
のアプリケーションをすべてのユーザーに適したアプリケーションに変更する必要
があります。

Orcaスクリーン・リーダと拡大鏡
Orcaは、視覚障害者のための柔軟で強力な支援技術です。Orcaでは、読み上げシン
セサイザー、点字、および拡大をさまざまに組み合わせて使用することで、AT-SPI
(Assistive Technology Service Provider Interface)をサポートするアプリケーションや
ツールキットにアクセスできます。Orcaは無料で、オープンソースのソフトウェア
です。

Orcaスクリーン・リーダと拡大鏡アプリケーションは、視力が制限されている
ユーザーまたは視力のないユーザーがOracle Solarisデスクトップおよび関連アプリ
ケーションを使用する際に役立ちます。Orcaには、次の機能があります。

■ スクリーンリーダー –視力のないユーザーが読み上げおよび点字出力を使用し
て、Oracle Solarisデスクトップの標準アプリケーションにアクセスできます。

■ 拡大鏡 -視力の弱いユーザーを支援するための自動フォーカス追跡およびフルス
クリーン拡大を有効にします。

OrcaはGNOMEプラットフォームの一部であり、OrcaのリリースはGNOMEプ
ラットフォームのリリースに同梱されています。

2第 2 章
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次のセクションでは、Orcaおよびその使用法について説明します。

点字サポート
点字は BRLTTYによってサポートされ、Orcaと緊密に統合されています。BRLTTY
は、ほぼすべてのリフレッシュ可能な点字でサポートされています。

また、Orcaでは、短縮形の点字出力も完全サポートされています。

使用可能な音声
Orcaでは、gnome-speechと emacspeakの両方の読み上げサービスへのインタ
フェースが提供されています。Orcaで現在使用可能な音声は、使用可能な読み上げ
サービスでサポートされている読み上げエンジンに制限されています。

次の読み上げエンジンの一部が使用可能です。

■ 無料のエンジン:
■ eSpeak
■ Festival
■ FreeTTS

■ 市販のエンジン:
■ Fonix DECtalk
■ Loquendo
■ Eloquence
■ Cepstral

Orcaでの拡大
現在、Orcaでは gnome-mag拡大サービスが使用されています。gnome-magサービスに
は、より滑らかなフルスクリーン拡大のサポートが組み込まれていますが、X
ウィンドウシステムサーバーの新しい拡張機能に依存します。これらの拡張機能
は、常にすべてのプラットフォームで正常に機能するとは限りません。した
がって、滑らかな全画面拡大も常に機能するとは限りません。

▼ Orcaを有効にするには
この手順では、初めてOrcaを有効にする方法について説明します。セットアップを
続行するには、各操作後にReturnキーを押します。

Orcaスクリーン・リーダと拡大鏡
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Orcaの起動時に --text-setupオプションを実行するか、Orcaの実行中に Insert
キーと Spaceキーを押してOrca構成GUIを起動すれば、いつでも設定を変更できま
す。設定は ~/.orca/user-settings.pyファイルに保存されます。新しい設定を有効
にするには、ログアウトしてからログインし直す必要があります。

Alt + F2またはMeta + Rを押して、「実行する」ダイアログを開きます。

次のコマンドを入力して、テキストのみのガイド付きセットアップを開始します。

orca --text-setup Enter

リストから言語を選択します。

デフォルトの言語は英語に設定されます。

注 – Orcaでは、デフォルトの eSpeakテキスト読み上げエンジンを使用すると、約 45
の言語がサポートされています。

yまたは nを入力することにより、入力の完了後に単語を読み上げるようにOrcaに指
示する「単語毎にキーエコーを返す」オプションをアクティブにするかどうかを決
定します。

yまたは nを入力することにより、押されているときにすべてのキーを読み上げるよ
うにOrcaに指示する「キーエコー」オプションをアクティブにするかどうかを決定
します。

Orca修飾キーとして機能するキーを決定するキーボード配列を選択します。この
キーを他のキーと組み合わせて使用すると、ほとんどのプログラム機能に
キーボードでアクセスできます。

オプションは、次のとおりです。

■ 1 –デスクトップで Insertキーが使用されます。
■ 2 –ノートパソコンでCaps Lockが使用されます。

yまたは nを入力することによって、点字出力が必要かどうかを指定します。

この機能では、BRLTTYと互換性のあるデバイスが使用可能であることが前提と
なっています。ただし、BRLTTYデバイスが使用できない場合でも、yを入力すれば
Orcaは機能します。

yまたは nを入力することによって、画面上で点字出力を監視するかどうかを決定し
ます。

この機能は、BRLTTY出力を検証する必要がある開発者に役立ちますが、点字出力を
視覚的に診断したり検証したりするなど、その他の状況で役立つこともあります。

Orcaはシステムで有効にする必要があります。

1

2

3

4

5

6

7

8
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注 –アクセシビリティーが有効になっていない場合、Orcaはアクセシビリティーを有
効にしてから、ログアウトしてログインセッションを再起動するようにユーザーに
通知します。

全画面モードでの拡大鏡

Orcaの拡大鏡部分を全画面モードで使用する予定がある場合は、Xサーバーのコン
ポジット拡張が有効になっていることを確認します。Xサーバーのコンポジット拡
張を有効にするには、次の操作を実行します。

■ Alt + F2またはMeta + Rを押して、「実行する」ダイアログを開きます。
■ xdpyinfoコマンドを入力して、Enterキーを押します。
■ 出力で Compositeという文字列を探します。

Orcaを使用する
このセクションでは、Orcaの使用法について説明します。

Orcaを設定する
初めてOrcaを実行するときは、自動的にアプリケーションがセットアップモードで
開きます。あとでセットアップを実行する場合は、次回Orcaを実行するときに
--setupオプションを実行します。Orcaの実行中に Insert + Spacebarを押すと、Orca
構成GUIを開くことができます。

Orcaの構成GUIには、ログイン時にOrcaを自動的に起動するように指定できるオプ
ションもあります。Orcaのグラフィカルユーザーインタフェースの詳細について
は、17ページの「Orca構成GUI」を参照してください。

Orcaを実行する
端末セッションウィンドウで orcaコマンドを入力して、Orcaを実行します。

GUIへのアクセス権がない場合は、仮想コンソールウィンドウからOrcaを実行でき
ます。

GUIがインストールされている場合は、Alt + F2キーまたはMeta + Rキーを押しま
す。「実行する」ダイアログで、orca (あとにオプションのパラメータが続く)と入
力して、Returnキーを押します。

仮想コンソールウィンドウからOrcaを実行すると、自動的にテキストセットアップ
モードに移行します。

参考

Orcaスクリーン・リーダと拡大鏡
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Orcaを終了する
1. デスクトップモードの場合は Insert + Qキー、ノートパソコン配列モードの場合は

CapsLock + Qキーを押して、Orcaを終了します。
確認ダイアログが開きます。

2. 「終了」を選択して、Orcaを閉じます。
3. システムが応答しない場合は、次のいずれかを実行してください。

■ Ctrl + Alt + F1を押して仮想コンソールに移動し、orca --quitコマンドを入力
します。次に、Alt + F7キーを押してデスクトップに戻ります。この手順に
よって、Orcaプロセスが強制終了され、システムリソースが再生されま
す。その後、事前に定義された方法を使用して、Orcaを再起動できます。

■ Ctrl + Alt + Backspaceを押してログインセッションを終了し、グラフィカルロ
グインプロンプトに戻ります。

Orca構成GUI
Orca構成GUIでは、読み上げ、点字、拡大などのOrcaの動作や機能をカスタマイズ
できます。たとえば、使用する読み上げシンセサイザーエンジンの種類を選択した
り、点字を有効または無効にしたり、設定する拡大設定の種類を選択できま
す。キーボード配列 (デスクトップまたはノートパソコン)を選択したり、既存の
キーボード配列を確認して変更したりすることもできます。

Orca構成GUIを開くには、Orca修飾 + Spaceを押します。Orca修飾は、デスク
トップのキーボード配列を使用する場合は Insertキー、ノートパソコンのキーボード
配列を使用する場合はCapsLockキーです。単一アプリケーションの設定を変更する
には、アプリケーションにフォーカスがあるときに、Ctrl + Orca修飾 + Spaceキーを
押します。

デスクトップのキーボード配列の詳細は、デスクトップ配列のコマンドを使用する
を参照してください。

ノートパソコンのキーボード配列の詳細は、ノートパソコン配列のコマンドを使用
するを参照してください。

Orcaで一般設定を有効にする
「一般」ページでは、キーボード配列の選択やOrcaの起動と終了など、Orcaの一般
設定をカスタマイズできます。「一般」ページのオプションについては、次のセク
ションで説明します。

Orcaスクリーン・リーダと拡大鏡
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キーボード配列

キーボード配列のセクションでは、デスクトップ配列またはノートパソコン配列を
選択できます。

デスクトップのキーボード配列の詳細は、デスクトップ配列のコマンドを使用する
を参照してください。

ノートパソコンのキーボード配列の詳細は、ノートパソコン配列のコマンドを使用
するを参照してください。

Orcaメイン・ウィンドウの表示

Orcaメイン・ウィンドウでは、Orca構成GUIを表示できます。

メインウィンドウには、Orca構成GUIを閉じるための「終了」オプションがありま
す。Orca修飾 + Qを押して、Orcaを終了することもできます。Alt + Tabキーを押し
てウィンドウを切り替えると、Orcaメイン・ウィンドウはウィンドウマ
ネージャーのタブ順序で表示されるため、「Orcaのメイン・ウィンドウを表示す
る」ボタンを選択解除することをお勧めします。

Orcaスクリーン・リーダと拡大鏡

Oracle Solaris 11デスクトップのアクセシビリティーガイド • 2012年 10月18



確認なしでOrcaを終了

Orca修飾 + Kキーを押してOrcaを終了するか、Orcaメイン・ウィンドウの「終
了」ボタンを押すと、Orcaには終了するかどうかを尋ねる確認ダイアログが表示さ
れます。このオプションを選択すると、確認ウィンドウが再表示されることが回避
されます。

gksuによるキーボード・フォーカスの取得を無効にする

多くのディストリビューションでは、「起動」メニューからコマンドを実行すると
きに、gksuというアプリケーションを使用して、これらのコマンドを実行する
ユーザーを承認します。gksuは、パスワードを要求するGUIです。gksuを実行する
と、アプリケーションでキーボード・フォーカス機能が有効になります。

キーボード・フォーカスとは、キーボードの動作がデスクトップ上の他のアプリ
ケーション (Orcaを含む)に及ぶことを回避する機能です。キーボード・フォーカス
によって、Orcaはキーボードイベントを一切受信しなくなります。その結果、Orca
が正常に機能しなくなります。

「gksuによるキーボード・フォーカスの取得を無効にする」ボタンを選択する
と、キーボード・フォーカスの動作を無効にすることができます。その結果、シス
テム管理アプリケーションでOrcaが正常に機能します。

注 –キーボード・フォーカスは、アプリケーションによってキーボード入力が盗聴さ
れ、機密情報が取得されることを防ぐための、gksuによるセキュリティー対策で
す。gksuキーボード・フォーカス機能を無効にすると、このような動作が公開され
る可能性があります。システム管理目的で rootアカウントを使用できます。これを
システム管理目的で行うには、システム管理コマンドを実行するたびに、ログイン
用の rootアカウントを有効にしてから、rootとしてログアウトしてログインし直す
必要があります。

ツールチップの表示

「ツールチップを有効にする」オプションを選択すると、マウスホバーの結果とし
て表示されるツールチップで情報が表示されます。オブジェクトにフォーカスがあ
るときにCtrl + F1を押すと、この設定に関係なく、必ずツールチップが表示されま
す。

ポインタが指しているオブジェクトを読み上げる

「ポインタが指しているオブジェクトを読み上げる」オプションを選択する
と、Orcaはマウスの下にあるオブジェクトに関するオーディオ情報を表示します。
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ログインしたらOrcaを起動する

「ログインしたらOrcaを起動する」オプションを選択すると、ログイン時にOrcaが
自動的に起動します。

Orcaで読み上げ設定を有効にする
「読み上げ」ページでは、Orcaの読み上げシンセサイザー設定をカスタマイズでき
ます。

読み上げを有効にする

「読み上げを有効にする」オプションを選択すると、Orcaで読み上げシンセサイ
ザーを使用できます。

Orcaスクリーン・リーダと拡大鏡

Oracle Solaris 11デスクトップのアクセシビリティーガイド • 2012年 10月20



読み上げシステムと読み上げシンセサイザー

これらのオプションでは、読み上げシステムおよび読み上げシンセサイザーを選択
できます。Orcaでは、サポートされる読み上げシステムの数が増えてきていま
す。これらのシステムには、GNOME-speech、Emacspeak、および Speech Dispatcher
の実験的なバックエンドが含まれます。マシン構成によっては、これらのオプ
ションのすべてがある場合も、1つもない場合もあります。デフォルトで
は、GNOME-speechのみが使用可能です。

最初に、使用する読み上げシステムを決定します。次に、読み上げシンセサイ
ザーのリストから使用可能なシンセサイザーを選択します。

音声の設定

シンセサイザーで音声の設定がサポートされている場合、Orcaは複数の音声を使用
して、ハイパーリンクや大文字テキストなどの特殊なケースをアプリケーション内
で識別できます。これらの設定をカスタマイズするには、「音声の設定」およ
び「音声の人物」オプションを使用します。たとえば、Fonix DECtalkを使用してい
て、Bettyの音声で大文字を表すと想定します。次の手順を実行してください。

1. 「音声の設定」オプションで、大文字の音声を選択します。
2. 「音声の人物」オプションで、Bettyの音声を選択します。

次のスライダーを使用して、シンセサイザーのレート、ピッチ、およびボリューム
を設定します。

句読文字レベル

シンセサイザーで読み上げる句読文字の数を調整するには、「句読文字レベル」設
定を使用します。次のレベルが使用できます。

■ なし
■ Some
■ ほとんど
■ すべて

冗長の度合い

「冗長の度合い」設定では、特定の状況で読み上げられる情報量を決定します。た
とえば、「冗長の度合い」レベルを設定すると、シンセサイザーはメニューの項目
に対応するショートカットキーを読み上げます。「簡略」に設定すると、これらの
ショートカットキーは読み上げられません。
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テーブル行の読み上げ

「テーブル行の読み上げ」オプションでは、読み上げシンセサイザーでテーブル内
の項目を読み上げる方法を決定します。次の設定を使用できます。

■ 現在行の読み上げ
■ 現在セルの読み上げ

この動作を調整できることは、多くの状況で役立ちます。たとえば、Evolutionで電
子メールメッセージを閲覧するプロセスについて検討します。この場合は、「現在
行の読み上げ」設定をお勧めします。メッセージのリストをナビゲートするとき
に、差出人、件名、メッセージに添付ファイルがあるかどうかなどの関連情報がす
べて自動的に読み上げられます。現在行の設定がアクティブな場合は、左右の矢印
を使用して個々のセルを読み上げることもできます。

注 –この動作を切り替えるには、Orca修飾+ F11キーを押します。

空行を読み上げる

ドキュメント内の空行にナビゲートするときに空白文字を読み上げるには、「空行
を読み上げる」オプションを選択します。

大/小文字を含む文字列を単語として読み上げる

「大/小文字を含む文字列を単語として読み上げる」オプションを選択すると、Orca
は読み上げシンセサイザーに渡す前に単語を分割します。したがって、大文字と小
文字が交互に入れ替わる複数の単語で構成されるコード内の単語も正しく発音され
ます。

たとえば、「MultiCaseString」という単語は、Multi、Case、Stringという別々の単語
に分割できます。

チュートリアルのメッセージを読み上げる

「チュートリアルのメッセージを読み上げる」オプションを選択すると、インタ
フェース内の別のコンポーネントに移動したときに、Orcaは現在フォーカスのある
コンポーネントに関する情報を表示します。

オブジェクトのショートカットキーを読み上げる

「オブジェクトのショートカットキーを読み上げる」オプションを選択する
と、Orcaはフォーカスのあるオブジェクトに関連付けられたニーモニックを読み上
げます。たとえば、「了解」ボタンの場合、Alt + Oです。
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文の区切りで読み上げを中断する

有効になっている読み上げ設定に応じて、Orcaは特定のオブジェクトに関する一部
の情報 (名前、役割、状態、ニーモニック、チュートリアルメッセージなど)を提供
する場合があります。「文の区切りで読み上げを中断する」オプションを選択する
と、Orcaは情報の各部分間に短いポーズを挿入します。

子の位置を読み上げるには

「子の位置を読み上げる」チェックボックスを選択すると、Orcaはメニューおよび
リストでフォーカスのある項目の位置を読み上げることができます。たとえば、「9

of 16」と読み上げます。

字下げと行端揃えを読み上げるには

「字下げと行端揃えを読み上げる」オプションを選択すると、Orcaは行端揃えおよ
び字下げの情報を提供します。

進捗状況バーの更新

「進捗状況バーの更新の読み上げ」設定を有効にすると、Orcaは定期的に進捗状況
バーのステータスを読み上げます。読み上げる頻度は、更新間隔スピンとして選択
した値で決定されます。この設定は、「進捗状況バーの更新の読み上げ」オプ
ションが選択されている場合にのみ使用可能です。

読み上げられる進捗状況バーを制御するには、「進捗状況バーの更新の制限」設定
を使用します。デフォルト値は「アプリケーション」です。次の選択が可能です。

■ すべて – Orcaは進捗状況バーの配置場所に関係なく、すべての進捗バーの更新を
読み上げます

■ アプリケーション –進捗状況バーがアクティブウィンドウにない場合でも、Orca
はアクティブなアプリケーションでの進捗状況バーの更新を読み上げます

■ ウィンドウ – Orcaはアクティブウィンドウにある進捗状況バーの更新のみを読み
上げます

読み上げの単位

「読み上げの単位」設定では、Orcaの「読み上げの単位」機能が文または行ごとに
読み上げるかどうかを指定します。

Orcaで点字設定を有効にする
「点字」ページでは、点字の使用に関するさまざまな側面をカスタマイズできま
す。
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注 – Orcaでは、自動的にBRLTTYが起動されません。これは、ブート時に実行する必
要があります。

点字をサポートする

点字ディスプレイを利用するには、「点字をサポートする」オプションを選択しま
す。デフォルトでは、このオプションが有効になっています。

BRLTTYが実行されていない場合、Orcaは正常に回復し、点字ディスプレイとの通
信を行いません。あとで BRLTTYを構成する場合、Brailleを使用するためにOrcaを
再起動する必要があります。
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点字モニタを表示する

Orcaの点字モニターでは、点字ディスプレイ上で発生したことが画面上に表示され
ます。この機能は主にデモ目的に使用されますが、点字ディスプレイを入手してい
ないOrca開発者にも役立ちます。

ロールの名前を省略する

「ロールの名前を省略する」チェックボックスでは、ロールの名前を表示する方法
を決定します。これを使用すると、点字ディスプレイ上の領域を確保する際に役立
ちます。たとえば、スライダーにフォーカスがあり、「ロールの名前を省略す
る」オプションが選択されている場合、「slider」という単語は「sldr」と短縮されま
す。

行末の記号を無効にする

「行末の記号を無効にする」オプションでは、Orcaが行の最後に $l文字列を表示し
ないように指定します。

縮約形の点字

Orcaでは、Liblouisプロジェクトによる縮約形の点字がサポートされています。Orca
での Liblouisの設定の詳細は、Orca wikiを参照してください。

冗長の度合い

「冗長の度合い」オプションでは、特定の状況において点字で表示される情報量を
決定します。たとえば、このオプションを「冗長の度合い」に設定する
と、キーボードショートカットおよびロールの名前の情報が表示されます。この情
報は、簡略モードでは表示されません。

選択インジケータを有効にする

テキストを選択すると、Orcaは点字ディスプレイ上のテキストにドット 7および 8
で下線を引きます。必要に応じて、インジケータをドット 7またはドット 8に変更し
たり、インジケータを非表示にしたりできます。

ハイパーリンクインジケータを有効にする

ハイパーリンクを選択すると、Orcaは点字ディスプレイ上のテキストにドット 7お
よび 8で下線を引きます。必要に応じて、インジケータをドット 7またはドット 8に
変更したり、インジケータを非表示にしたりできます。
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Orcaでキーエコー設定を有効にする
「キーエコー」ページでは、ページ上のキーを押したときのOrcaの動作、および単
語が完成したときに読み上げるかどうかを指定できます。

キーエコー機能によって、柔軟性が増します。たとえば、あるユーザーがすべての
キーエコーオプションを有効にする一方で、別のユーザーは単語エコーは使用する
が、ロックキーは読み上げないようにする場合があります。

キーエコーを有効にする

「キーエコーを有効にする」オプションでは、キーエコー機能に固有の設定を行い
ます。

■ アルファベットと数字、句読点のキーも対象にする -すべての英字、数字、およ
び句読文字のキーが含まれます。

■ 修飾キーのキーエコーを有効にする - Shift、Ctrl、およびAltキーが含まれます。
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■ キーロックを有効にする – Caps Lock、Scroll Lock、およびNum Lockキーが含まれ
ます。

■ ファンクション・キーも対象にする -ファンクションキーのグループが含まれま
す。

■ アクション・キーも有効にする - Backspace、Return、およびTabなどの論理操作
を実行するキーで構成されます。

■ ナビゲーション・キーを有効にする - 4つの矢印キー、およびOrca修飾キーと組
み合わせて押されるキーが含まれます。後者は、Orcaでフラットレビューコマン
ドのエコーが回避されるように設計されています。

■ 間隔のない発音区別キーを有効にする -アクセント記号付き文字の生成に使用さ
れる出力対象外のキーです。

文字毎にキーエコーを返す

「文字毎にキーエコーを返す」オプションを選択すると、入力したばかりの文字の
エコーが発生します。文字単位のエコーは英数字キーおよび句読文字キーのキーエ
コーと同じように見えますが、アクセント記号付きの文字や専用キーが付かないそ
の他の記号に関連する重要な違いがあります。キーエコーでは押したばかりの
キーが読み上げられ、挿入したばかりの文字が読み上げられます。

「文字単位のエコーを有効にする」オプションは、他にどのキーエコーオプション
が選択されているかに関係なく、常に使用可能です。

単語毎にキーエコーを返す

「単語毎にキーエコーを返す」オプションを選択すると、入力したばかりの単語の
エコーが発生します。「単語毎にキーエコーを返す」オプションは、どのキーエ
コーオプションが選択されているかに関係なく、常に使用可能です。

段落毎にキーエコーを返す

「段落毎にキーエコーを返す」オプションを選択すると、入力したばかりの文のエ
コーが発生します。「段落毎にキーエコーを返す」オプションは、他にどのキーエ
コーオプションが選択されているかに関係なく、常に使用可能です。

Orcaで拡大鏡設定を有効にする
「拡大鏡」ページでは、拡大を有効または無効にして、拡大の実行方法を指定でき
ます。
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拡大鏡を有効にする

「拡大鏡を有効にする」オプションを選択すると、Orcaは拡大を実行します。

ズームの設定

2つのズームGUIコントロールによって、拡大の特性が決まります。
■ 桁移動数 -拡大率を 1.0x - 16.0xに設定します。分数の値がサポートされていま
す。

■ 位置 –拡大鏡ウィンドウの位置とサイズを設定し、次のオプションを指定しま
す。
■ 全画面
■ 左半分
■ 右半分
■ 上半分
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■ 下半分
■ カスタム

デフォルトの位置は全画面です。「カスタム」設定では、ズームウィンドウの各
端の位置を定義できます。単位はピクセルです。

境界の設定

「境界を有効にする」オプションでは、拡大鏡にウィンドウ境界を表示するかどう
かを指定します。「境界線の大きさ」オプションでは、境界のサイズをピクセル単
位で指定します。

注 –これらのオプションは、全画面モードでは使用できません。

カーソル設定

「カーソル設定」では、次のオプションを使用して、拡大鏡のカーソルのサイズと
色をカスタマイズできます。

■ カーソルを表示する -有効にすると、カーソルが表示され、サイズおよび色のオ
プションを使用できます。

■ ユーザ定義のサイズ –有効にすると、マウスポインタが通常サイズよりも大きく
表示されます。カーソルのサイズは、デフォルト値の 32ピクセルから変更できま
す。

■ カスタム配色 –有効にすると、カスタムを適用できます。

照準線設定

「照準線設定」では、次のオプションを使用して、拡大鏡の省略可能な領域を対象
としたカーソルをカスタマイズできます。

■ 照準線を表示する -選択すると、照準線の切り抜き動作、サイズ、および色を構
成できます。

■ 照準線の切り抜きを有効にする -選択すると、マウスポインタのすぐ周りの領域
の照準線が切り抜き (削除)されます。

■ 照準線の大きさ –照準線の厚さをピクセル単位で設定します。
■ 照準線の色 -カスタム配色を適用できます。

色設定

「色設定」では、次のオプションを使用して、拡大される領域の色を調整できま
す。

■ 色を反転する -反対または反転イメージの効果を作成します。
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■ 明るさ - -1 (黒または明るさなし) - 1 (白または最大の明るさ)の範囲。0は標準また
は変更なしです。

■ コントラスト - -1 (灰色またはコントラストなし) - 1 (白または最大のコントラス
ト)の範囲。0は標準または変更なしです。

追跡と配置設定

「追跡と配置設定」では、マウスカーソルの追跡を制御します。次の追跡および配
置の設定オプションが使用できます。

■ マウスポインタ –次のオプションから選択します。
■ 中央 -できる限り、マウスポインタを画面の中央に保持します。これはデ
フォルトオプションです。

■ プロポーショナル -ズームウィンドウのマウスポインタを拡大されていない実
際の位置と相対的な位置に配置します。たとえば、マウスポインタがデスク
トップの左端から 25%離れている場合、Orcaは拡大されたマウスポインタを
ズームウィンドウの左端から 25%の位置に配置します。

■ プッシュ –ズームウィンドウの移動を、マウスポインタを画面に保持するため
に必要な最小限にします。

■ なし –マウスポインタを移動しても、ズームウィンドウで表示される項目には
影響を与えません。

■ ポインタは拡大率に従う –このオプションはデフォルトで有効になっていま
す。最初にマウスを動かしたときにマウスポインタが画面上にない場合は、操作
していた項目が引き続き表示されるように、ポインタがズームウィンドウに移動
します。優先されるマウス追跡モードが中央の場合は、ポインタが中央に移動し
ます。その他の場合は、フォーカスのある項目に移動します。

■ メニュー項目 –これらのオプションは、拡大鏡の追加動作を制御します。
■ 中央 -キーボードを使用してナビゲートするときに、できる限り、フォーカス
のあるダイアログボックスコントロールまたはメニュー項目を画面の中央に保
持します。

■ プッシュ –キーボードを使用してナビゲートするときに、ズームウィンドウの
移動を、フォーカスのあるダイアログボックスコントロールまたはメニュー項
目を表示するために必要な最小限します。これはデフォルトオプションです。

■ なし -キーボードを使用してダイアログボックスコントロールおよびメ
ニュー項目間をナビゲートしても、ズームウィンドウで表示される項目には影
響を与えません。

■ ポインタはフォーカスに従う –このオプションが有効になっている場合は、メ
ニュー項目をナビゲートし、ダイアログボックスのコントロール間を移動する
ときにマウスポインタがついてきます。このオプションは、デフォルトで無効
になっています。
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■ テキストカーソル –これらのオプションは、テキストカーソルの動作を制御しま
す。

■ 中央 -テキストカーソルが移動するときに、カーソルをできる限り画面の中央
に保持します。

■ プッシュ –テキストカーソルが移動するときに、ズームウィンドウの移動
を、表示に必要な最小限にします。これはデフォルトオプションです。

■ なし -テキストカーソルを移動しても、ズームウィンドウで表示される項目に
は影響を与えません。

■ 余白 –余白は、ズームウィンドウがプッシュされる前に、キャレットが画面の
端にどのくらい近くまで移動できるかを決定します。このマージンの範囲は 0
- 50%です。50 %は中央揃えを選択したときと同等です。デフォルト値は 0で
す。

注 –このオプションは、テキストカーソルの追跡モードが「プッシュ」の場合
にのみ使用可能です。

■ 詳細設定 –「拡大鏡」ページの最下部近くにある「詳細設定」ボタンをクリック
すると、「詳細設定」ダイアログが表示されます。
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次のオプションを設定できます。
■ 滑らかさの補正 (スムージング) -バイリニアまたはなし。
■ 明るさ –赤、緑、青。色ごとに異なる明るさレベルを選択するための個別のコ
ントロールです。

■ コントラスト –赤、緑、青。カスタマイズされたコントラストレベルを選択す
るための個別のコントロールです。これらの設定は、明るさの変更ほど重要で
はありません。

■ 色のフィルタ – libcolorblindから利用可能な色覚障害フィルタを 1つ選択で
きます。

注 –この機能を利用するには、libcolorblindをインストールしてか
ら、gnome-magを再構築する必要があります。

■ 複数のモニタの設定 -拡大する対象のソース表示に使用するXウィンドウシス
テムの DISPLAY。:0.nの形式で入力されます。 nは、内容が拡大される画面
の数です。

■ 複数のモニタの設定 -ズームウィンドウを配置する、ターゲット表示に使用す
るXウィンドウシステムのDISPLAY。:0.nの形式で入力されます。nはズーム
ウィンドウが表示される画面の数です。
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Orcaでキーの割り当て設定を有効にする
「キーの割り当て」ページでは、Orcaのキーの割り当てを確認および変更できま
す。

Orca修飾キー

「キーの割り当て」ウィンドウの 1番目のコントロールでは、Orca修飾キーとして
機能するキー (複数可)を指定できます。Orca修飾キーは、他のキーと同時に押した
ままにして、コマンドをOrcaに渡すキーです。

デスクトップのキーボードでは、デフォルトのOrca修飾キーは Insertキーで
す。ノートパソコンのキーボードでは、デフォルトのOrca修飾キーはCaps Lock
キーです。デフォルト値については、デスクトップのキーボード配列およびノート
パソコンのキーボード配列のセクションを参照してください。
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注 –構成GUIを使用して、Orca修飾キーを変更することはできません。

キーの割り当てテーブルを使用する

「キーの割り当て」テーブルには、割り当てられるOrca操作およびキーのリストが
表示されます。

■ 「機能」列ヘッダーには、実行されるOrca操作の説明が表示されます。
■ 「キーの割り当て」ヘッダーには、キーボードから機能を呼び出す主要な方法が
表示されます。機能の説明に「Orca」という単語が含まれている場合は、Orca修
飾キーを他の指定済みのキーと同時に押す必要があります。

■ 「代替」ヘッダーには、キーボードから機能を呼び出すための代替メカニズムが
表示されます。

■ キーの割り当てまたは代替割り当てを変更するには、該当セルに移動し
て、Returnキーを押します。次に、キーの組み合わせを押し、Returnキーを押し
て、新しい組み合わせを確認します。新しいキーストロークが保存され、最後の
列 (「変更済み」列)のチェックボックスにキーの割り当てが変更されたことが表
示されます。

変更したキーの割り当てを元に戻すには、変更した列に移動し、チェックボック
スのチェックマークを外し、「適用」ボタンをクリックし、Alt + Aを押します。
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Orcaキーの割り当てリストの下には、割り当てられていないコマンドのグループが
表示されます。これらのコマンドは一部のユーザーには役立ちますが、ほとんどの
ユーザーには必要ありません。このようなコマンドにはキーストロークを割り当て
ずに、これらのキーは未割り当てです。

このような未割り当てのコマンドには、次の方法でキーストロークを割り当てるこ
とができます。

1. Returnキーを押して、キーの割り当てを編集します。

2. 新しいキーの割り当てを要求するプロンプトが表示されたら、Deleteまたは
Backspaceキーを押します。

3. Returnキーを押して確認します。
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Orcaで発音設定を有効にする
読み上げシンセサイザーが、特定の文字列を伝達または発音するときに、正確な単
語を使用しないことがあります。たとえば、「LOL」ではなく「laughing out
loud」と読み上げたり、シンセサイザーでは間違って発音されるような名前や専門
用語などを読み上げたりすることを優先する場合があります。「発音」ページで
は、Orcaの発音辞書のエントリを追加、編集、および削除できます。「発
音」ページは、「アプリケーション固有の設定」ダイアログの一部で、このダイア
ログは、特定のアプリケーションにフォーカスがあるときに、Orca修飾 + Ctrl +
Spaceを押すと起動します。したがって、使用するアプリケーションごとの必要に応
じて、エントリをカスタマイズできます。
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▼ 新しい辞書エントリを追加するには

「追加」ボタンまたはAlt + Nキーを押します。

新規エントリのテキストを入力し、Returnキーを押して、実際の文字列の編集を完
了します。

「置き換える文字列」列に移動し、Returnを押して、編集を開始します。

代わりに読み上げられるテキストを入力します。Returnを押して、置き換える文字
列の編集を完了します。

▼ 既存の辞書エントリを編集するには

編集するセルに移動し、Returnキーを押して、編集を開始します。

変更を行なってからReturnキーを押して、編集を完了します。

▼ 既存の辞書エントリを削除するには

削除するエントリに移動します。

「削除」ボタンまたはAlt + Dキーを押します。

文字の属性ページ
Orca修飾キーを押したときに、オブジェクトに関する既知の文字の属性情報が読み
上げられます。構成GUIの「文字の属性」ページでは、Orcaで表示される文字の属
性をカスタマイズできます。

1

2

3

4

1

2

1

2
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このページには、各行が 4つの列で構成されている文字の属性リストが表示されま
す。

■ 文字の属性の名前。

■ この文字の属性が読み上げられるかどうかを示すチェックボックス。

■ 点字ディスプレイでこの文字の属性に下線が引かれるかどうかを示すチェック
ボックス。

■ 編集可能な「例外」文字列値。属性の値は、この値以外の場合にのみ使用されま
す。

たとえば、デフォルトでは下線文字の属性の値は「none」です。この属性が選択
されているときに、ユーザーがOrca修飾 + Fを押しても、該当するテキストに下
線が引かれていない場合は、この属性は読み上げられません。テキストに下線が
引かれているかどうかに関係なく、この属性が常に読み上げられるようにする場
合は、属性を選択して、「例外」値をクリアします。
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最初にダイアログが表示されるときに、リストの値を初期状態に戻すには、「リ
セット」ボタン (Alt + Rキー)を使用します。

最初に文字の属性ペインを表示するときに、選択されたすべての属性がリストの一
番上に表示されます。属性は、点字で読み上げられ、使用される順序で表示されま
す。

その他を選択したり、順序を調整したりするには、「選択した属性の調整」ボタン
を使用します。

■ 先頭へ (Alt + Tキー) —選択した属性をリストの一番上に移動します。
■ 上げる (Alt + Uキー) —選択した属性を 1つ上の行に移動します。
■ 下げる (Alt + Dキー) —選択した属性を 1つ下の行に移動します。
■ 最後へ (Alt + Bキー) —選択した属性をリストの一番下に移動します。

指定された属性を 1つ以上含むテキストを示すために使用されるセル (複数可)を選
択するには、「点字の表示方法」ボタンを使用します。選択肢は次のとおりです。

■ なし (デフォルト)
■ ドット 7
■ ドット 8
■ ドット 7および 8

文字の属性をアプリケーションごとに設定することもできます。「文字の属性」ペ
インは、「アプリケーション固有の設定」ダイアログボックスの一部です。このダ
イアログボックスは、特定のアプリケーションにフォーカスがあるときに、Orca修
飾 + Ctrl + Spaceを押すと起動します。

Orcaのキーボードコマンドを使用する
「キーの割り当て」ページでは、Orca構成GUIで使用可能なキーボードコマンドの
完全リストを示します。Orca構成GUIを開くには、Orca修飾 + Spaceを押します。

Orcaの実行中にOrcaの学習モードに移行するには、Orca修飾 + Hを押します。Orca
の学習モードでは、すべてのキーボードおよび点字の入力イベントが解釈され、そ
の効果が表示されます。学習モードを終了するには、Escapeキーを押します。

Orcaでは、Firefoxなどの一部のアプリケーション用の追加コマンドも提供されてい
ます。アプリケーション用の追加コマンドのリストを表示するには、アプリ
ケーションにフォーカスがあるときに、Ctrl + Orca修飾 + Spaceを押します。Orca構
成GUIはアプリケーション固有の状態で開き、「キーの割り当て」ページに追加コ
マンドが表示されます。

GNOMEデスクトップには、デスクトップおよびアプリケーションを制御するため
の組み込みキーボードコマンドもあります。GNOMEショートカットキーの詳細
は、第 4章「キーボードを使用してデスクトップをナビゲートする」を参照してく
ださい。
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注意 –マウスキーはKP_Insertキーを使用して、マウスボタンを押すことをエ
ミュレートします。これを有効にすると、マウスキーがOrca修飾キーとして
KP_Insertと競合することにより、Orca修飾キーがスタックする可能性がありま
す。代替策として、ノートパソコンのキーの割り当てを使用すれば、Orcaコマンド
のキーパッドが回避されます。誤ってマウスキーを有効にした場合で
も、gnome-keyboard-propertiesアプリケーションを使用すれば無効にすることがで
きます。

デスクトップ配列のコマンドを使用する
次のセクションでは、デスクトップキーボードで共通するOrcaキーボードコマンド
をカテゴリ別に整列して一覧表示します。

フラットレビューのキーボードコマンド

次の表には、デスクトップ配列を使用した場合のフラットレビューコマンドに対応
するキーボードショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Numpad + 7 フラットレビューカーソルを前の行に移動して読み上げます

Numpad + 8 現在の行を読み上げます。

Numpad + 9 フラットレビューカーソルを次の行に移動して読み上げます

Numpad + 4 フラットレビューカーソルを前の単語に移動して読み上げます

Numpad + 5 現在の単語を読み上げます

Numpad + 6 フラットレビューカーソルを次の単語に移動して読み上げます

Numpad + 1 フラットレビューカーソルを前の文字に移動して読み上げます

Numpad + 2 現在の文字を読み上げます

Numpad + 3 フラットレビューカーソルを次の文字に移動して読み上げます

Numpad +スラッシュ フラットレビューカーソルの位置で左マウスのクリックを実行します

Numpad +アスタリス
ク

フラットレビューカーソルの位置で右マウスのクリックを実行します

Numpad +マイナス記
号

フラットレビューモードとフォーカス追跡モードを切り替えます
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注 –これらのコマンドは、テキストの操作時の他に、オブジェクトの操作時にも適用
されます。たとえば、フラットレビューカーソルがメニューバーにある場合
に、「現在行の読み上げ」コマンドを発行すると、表示されるすべてのメニューの
名前が読み上げられます。同様に、「次の単語の読み上げ」コマンドを発行する
と、同じ行のフラットレビューカーソルの右側にあるオブジェクトが読み上げられ
ます。また、これ以上オブジェクトが見つからない場合は、フラットレビューが次
の行に移動します。

ブックマークのキーボードコマンド

次の表には、デスクトップ配列を使用した場合のブックマークコマンドに対応する
ショートカットキーを一覧表示します。

キー 機能

Alt + Insert + [1-6] ブックマークを番号付きスロットに割り当てます。すでにブック
マークがスロットに存在する場合は、新しいブックマークで置換され
ます。

Insert + [1-6] この番号付きスロットに割り当てられたブックマークで指定された位
置に移動します。

Alt + Shift + [1-6] このブックマークの現在位置情報を、現在のポインタ位置と相対的に
示します。

Insert + Bおよび Insert +
Shift + B

特定のアプリケーションまたはページに指定されたブックマーク間を
移動します。

Alt + Insert + B 現在のアプリケーションまたはページに定義されたブックマークを保
存します。

その他の機能

次の表には、デスクトップ配列を使用した場合のその他の機能に対応するショート
カットキーを一覧表示します。

キー 機能

Numpad +プラス記号 すべてを読み上げるコマンド。キャレットの現在位置からドキュメン
トの最後までを読み上げます。

Numpad + Return 現在位置のコマンド。現在フォーカスのあるコントロールの名前の他
に、現在のアプリケーションウィンドウのタイトルなどの情報も読み
上げます。

Insert + H 学習モードに移行します。終了するには、Escapeキーを押します。
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キー 機能

Insert + F 現在の文字に関するフォントおよび属性情報を読み上げます。

Insert + Space Orca構成ダイアログボックスを表示します。

Insert + Ctrl + Space ユーザー設定を再ロードし、必要に応じてサービスを再初期化しま
す。また、現在のアプリケーション用のOrca構成ダイアログボックス
を表示します。

Insert + S 読み上げのオンとオフを切り替えます。

Insert + F11 表の読み上げ単位を単一セルとセル全体のいずれかに切り替えます。

Insert + Q Orcaを終了します。

デバッグのキーボードコマンド

次の表には、デスクトップ配列を使用した場合のデバッグコマンドに対応する
ショートカットキーを一覧表示します。

キー 機能

Ctrl + Alt + Insert + Home 現在アクティブなスクリプトに関する情報を報告します。

注 –次の 3つのコマンドを使用するには、仮想コンソールまたは
gnome-terminalからOrcaを起動する必要があります。出力はコン
ソールにのみ送信され、読み上げや点字には送信されません。

Ctrl + Alt + Insert + End Orcaを実行しているコンソールに既知のすべてのアプリケーション
のデバッグリストを出力します。

Ctrl + Alt + Insert + Page Up フォーカスのあるオブジェクトの上位オブジェクトに関するデ
バッグ情報を出力します。

Ctrl + Alt + Insert + Page Down フォーカスのあるアプリケーションの階層に関するデバッグ情報を
出力します。

ノートパソコン配列のコマンドを使用する
次に、ノートパソコンキーボードで共通するOrcaキーボードコマンドをカテゴリ別
に整列した一覧を示します。

フラットレビューのキーボードコマンド

次の表には、ノートパソコン配列を使用した場合のフラットレビューコマンドに対
応するキーボードショートカットを一覧表示します。
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キー 機能

Caps Lock + U フラットレビューカーソルを前の行に移動して読み上げます。ダブルク
リックすると、フラットレビューがカーソルウィンドウの一番上に移動し
ます。

Caps Lock + I 現在の行を読み上げます。ダブルクリックすると、書式設定や大文字使用
の詳細を含む現在の行を読み上げます。

Caps Lock + O フラットレビューカーソルを次の行に移動して読み上げます。ダブルク
リックすると、フラットレビューがカーソルウィンドウの一番下に移動し
ます。

Caps Lock + J フラットレビューカーソルを前の単語に移動して読み上げます。ダブルク
リックすると、フラットレビューが現在の単語の上にある単語に移動しま
す。

Caps Lock + K 現在の単語を読み上げます。ダブルクリックすると、単語のスペルを読み
上げます。トリプルクリックすると、入力された単語を発音どおりに読み
上げます。

Caps Lock + L フラットレビューカーソルを次の単語に移動して読み上げます。ダブルク
リックすると、フラットレビューが現在の単語の下にある単語に移動しま
す。

Caps Lock + M フラットレビューカーソルを前の文字に移動して読み上げます。ダブルク
リックすると、フラットレビューが現在の行の最後に移動します。

Caps Lock +コンマ 現在の文字を読み上げます。ダブルクリックすると、英字の場合はその文
字を発音どおりに読み上げます。

Caps Lock +ピリオド フラットレビューカーソルを次の文字に移動して読み上げます。

Caps Lock + 7 フラットレビューカーソルの位置で左マウスのクリックを実行します。

Caps Lock + 8 フラットレビューカーソルの位置で右マウスのクリックを実行します。

Caps Lock + p フラットレビューモードとフォーカス追跡モードを切り替えます。

これらのコマンドは、テキストの操作時の他に、オブジェクトの操作時にも適用さ
れます。たとえば、フラットレビューカーソルがメニューバーにある場合に、「現
在行の読み上げ」コマンドを発行すると、表示されるすべてのメニューの名前が読
み上げられます。同様に、「次の単語の読み上げ」コマンドを発行すると、同じ行
のフラットレビューカーソルの右側にあるオブジェクトが読み上げられます。これ
以上オブジェクトが見つからない場合は、フラットレビューが次の行に移動しま
す。

ブックマークのキーボードコマンド

次の表には、ノートパソコン配列を使用した場合のブックマークコマンドに対応す
るキーボードショートカットを一覧表示します。
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キー 機能

Alt + Caps Lock + [1-6] ブックマークを番号付きスロットに追加します。すでにブック
マークがスロットに存在する場合は、新しいブックマークで置換さ
れます。

Caps Lock + [1-6] この番号付きスロットに割り当てられたブックマークで指定された
位置に移動します。

Alt + Shift + [1-6] このブックマークの現在位置情報を、現在のポインタ位置と相対的
に示します。

Caps Lock + B 特定のアプリケーションまたはページに指定されたブックマーク間
を移動します。

Alt + Caps Lock + B 現在のアプリケーションまたはページに定義されたブックマークを
保存します。

その他のキーボードコマンド

次の表には、ノートパソコン配列を使用した場合のその他の機能に対応する
ショートカットキーを一覧表示します。

キー 機能

Caps Lock +セミコロン すべてを読み上げるコマンド。キャレットの現在位置からドキュメン
トの最後までを読み上げます。

Caps Lock + Return 現在位置のコマンド。現在フォーカスのあるコントロールの名前の他
に、現在のアプリケーションウィンドウのタイトルなどの情報も読み
上げます。

Caps Lock + H 学習モードに移行します。終了するには、Escapeキーを押します。

Caps Lock + F 現在の文字に関するフォントおよび属性情報を読み上げます。

Caps Lock + Space Orca構成ダイアログを起動します。

Caps Lock + Ctrl + Space ユーザー設定を再ロードし、必要に応じてサービスを再初期化しま
す。現在のアプリケーション用のOrca構成ダイアログも起動されま
す。

Caps Lock + S 読み上げのオンとオフを切り替えます。

Caps Lock + F11 表の読み上げ単位を単一セルとセル全体のいずれかに切り替えます。

Caps Lock + Q Orcaを終了します。

デバッグのキーボードコマンド

次の表には、ノートパソコン配列を使用した場合のデバッグコマンドに対応する
ショートカットキーを一覧表示します。

Orcaスクリーン・リーダと拡大鏡

Oracle Solaris 11デスクトップのアクセシビリティーガイド • 2012年 10月44



キー 機能

Caps Lock + Alt + Ctrl + Home 現在アクティブなスクリプトに関する情報を報告します。

注 –次の 3つのコマンドを使用するには、仮想コンソールまたは
gnome-terminalからOrcaを起動する必要があります。出力はコ
ンソールにのみ送信され、読み上げや点字には送信されませ
ん。

Caps Lock + Alt + Ctrl + End Orcaを実行しているコンソールに既知のすべてのアプリ
ケーションのデバッグリストを出力します。

Caps Lock + Alt + Ctrl + Page Up フォーカスのあるオブジェクトの上位オブジェクトに関するデ
バッグ情報を出力します。

Caps Lock + Alt + Ctrl + Page Down フォーカスのあるアプリケーションのオブジェクト階層に関す
るデバッグ情報を出力します。

アプリケーション固有の情報
Orcaは、AT-SPI (Assistive Technology Service Provider Interface)をサポートするアプリ
ケーションおよびツールキットを操作するように設計されています。これらのアプ
リケーションには、Oracle Solarisデスクトップおよびそのバンドルアプリ
ケーション (OpenOffice、Firefox、および Javaプラットフォーム)が同梱されていま
す。

▼ アプリケーション固有の設定を行う

特定のアプリケーションの設定をカスタマイズするには、該当するアプリ
ケーションを起動します。

アプリケーションにフォーカスがあることを確認してから、Orca修飾+ Ctrl + Spaceを
押します。

Orca構成ダイアログと似ているタブ付きのダイアログウィンドウが表示されます
が、次の点で違いがあります。

■ 初期の「一般」ペインがありません。
■ 「読み上げ」ペインの「読み上げシステムと読み上げシンセサイザー」オプ
ションがアクティブになっていません。

■ アプリケーション固有のキーの割り当てが「キーの割り当て」ペインリストの一
番上に表示されます。

■ 新しいアプリケーション固有の設定ペインが標準のタブセットの最後に表示され
る場合もあります。タブリストから「終了」キーを押すと、一番右のタブに直接
移動します。

1

2
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アプリケーション固有の設定を調整します。たとえば、一般にOrcaではキーエ
コーが無効になっていますが、特にGNOMEカリキュレータアプリケーションを使
用するために有効する場合があります。

アプリケーション設定のカスタマイズが完了したら、「了解」をクリックします。

これらの設定は、~/.orca/app-settingsディレクトリのAPPNAME.py (APPNAMEは
アプリケーションの名前)というファイルに書き込まれます。

これらのファイルは、Orcaによって自動的に書き込まれます。該当アプリ
ケーションのアプリケーション設定を変更するたびに、ファイルの内容が上書きさ
れます。

アプリケーション固有の設定またはコードを保持するに
は、~/.orca/app-settings/APPNAME-customizations.pyというファイルにコピーしま
す。このファイルは、アプリケーションの設定がロードされると自動的に読み込ま
れます。

注 –アプリケーション固有のキーの割り当てを 1つ以上調整する場合は、「了解」を
クリックするまで新しい値が有効になりません。これを回避するには、Orcaを再起
動するか、またはAlt + Tabを押して別のアプリケーションに移動してから、Alt +
Tabを押してキーの割り当てを変更したばかりのアプリケーションに戻ります。

点字を有効にするには
Orcaでは、点字をサポートするために BRLTTYが使用されます。BRLTTYを使用し
て、テキストモードコンソールの内容にアクセスします。Oracle Solarisの点字を有効
にした一般的なインストールでは、BRLTTYがすでに実行されていて、テキストコン
ソールにアクセスできます。Orcaを起動すると、BRLTTYに接続されます。テキス
トコンソールからXウィンドウシステムセッションに切り替えると、点字ディスプ
レイが自動的に続き、Orcaで表示されている内容が表示されます。

Orcaは現在 BRLTTY v3.8以上を一緒に使用した場合に最適に機能しますが、BRLTTY
v3.7.2ともよく機能します。このドキュメントでは、Orcaを BRLTTY 3.8と一緒に使
用する場合の情報を提供します。

Orcaのトラブルシューティング
このセクションでは、Orcaでのトラブルシューティングに関するトピックについて
説明します。

デスクトップが応答しない
1. Alt + F2またはMeta + Rを押して、「実行する」ダイアログを開きます。
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2. orcaと入力してからReturnキーを押して、Orcaの新規インスタンスを起動しま
す。

これにより、既存のOrcaプロセスが強制終了し、Orcaが再起動します。
この手順で、デスクトップがハングアップする可能性もあります。通常、この原
因はアプリケーションの不正な動作です。

注 –端末ウィンドウにアクセスできない場合は、Ctrl + Alt + Backspaceを押してみてく
ださい。これにより、Xウィンドウシステムサーバーがシャットダウンします。

この操作によって、ログイン画面に戻ります。

スクリーンセーバーを無効にする
スクリーンリーダーと拡大鏡を使用する前に、スクリーンセーバーを無効にする必
要があります。

1. 「システム」→「設定」→「スクリーンセーバー」の順に選択します。
2. 「表示モード」タブセクションで、「あとで画面をロック」オプションを選択解
除します。

3. 「モード」リストで、「スクリーンセーバーの無効化」を選択します。
4. 「ファイル」→「デーモンの再起動」の順に選択します。
5. 「ファイル」→「終了」の順に選択して、「スクリーンセーバーの設定」ダイア
ログボックスを閉じます。

PDFビューアアプリケーションを変更するには
Oracle Solarisデスクトップの PDFビューアアプリケーションを別の PDFビューアア
プリケーションに変更するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャーで、開く PDFを選択します。
2. 「ファイル」→「別のアプリで開く」の順に選択します。
3. 開かれたダイアログで、好みの PDFリーダーアプリケーションを選択します。
4. 必要に応じて、「PDFドキュメントファイル用にこのアプリケーションを記憶す
る」オプションを選択します。今後すべての PDFファイルを開くときに、選択し
たオプションが使用されます。

PDFビューアアプリケーションを変更するには
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マウスとキーボードを構成する

この章では、マウスとキーボードを構成して、これらのデバイスにより多くの
ユーザーがアクセスできるようにする方法について説明します。

マウスを構成する
マウスを構成するには、「マウス」設定ツールを使用します。「マウス」設定
ツールを開くには、「システム」→「設定」→「マウス」の順に選択します。「マ
ウスの設定」ダイアログが表示されます。

マウスの動作を構成する
このセクションでは、マウスの動作を変更する方法について説明します。

▼ マウスを左利き用に使用するように構成するには

「システム」→「設定」→「マウス」の順に選択します。

「マウスの設定」ダイアログの「一般」タブをクリックします。

「マウスの向き」セクションで「左利き」オプションを選択します。

▼ ダブルクリック動作を構成するには
ダブルクリックすることが困難な場合は、ダブルクリックの 1回目と 2回目のク
リック間で許容される経過時間を長くすることができます。

「システム」→「設定」→「マウス」の順に選択します。

「マウスの設定」ダイアログの「一般」タブをクリックします。

3第 3 章
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ダブルクリックの 2回のクリック間で許容されるタイムアウトを秒単位で指定する
は、「ダブル・クリックの間隔」スライダを使用します。

スライダを右に移動すると、タイムアウト間隔が長くなります。同様に、スライダ
を左に移動すると、タイムアウト間隔が短くなります。

設定をテストするには、スライダの右側にある電球をダブルクリックします。

指定されたタイムアウト内にダブルクリックの 2回のクリックを実行できれば、電
球が完全に点灯して、周りに黄色の輝きが表示されます。タイムアウト内にダブル
クリックできない場合は、電球は完全に点灯しません。タイムアウト設定を大きく
して、再度試してください。電球が点灯する場合は、タイムアウト設定がニーズに
適しています。

▼ ポインタのサイズを変更するには

「システム」→「設定」→「表示」の順に選択します。

「カスタマイズ」ボタンをクリックすると、「テーマのカスタマイズ」ダイアログ
が開きます。

「テーマのカスタマイズ」ダイアログで、「ポインタ」タブを選択します。

「ポインタ」タブで、サイズ変更をサポートするポインタテーマ
(DMZ-White、redglass、whiteglassなど)を選択します。

「サイズ」スライダをドラッグして、マウスポインタのサイズを大きくまたは小さ
くします。

ダイアログボックスを閉じます。

▼ マウスポインタの位置を特定するには
画面上でマウスポインタの位置を特定することが困難な場合は、Controlキーを押す
とポインタを強調表示するオプションを有効にすることができます。このオプ
ションを有効にするには、次の手順を実行します。

「マウスの設定」ダイアログの「一般」タブをクリックします。

「ポインタの位置を表示する」セクションに表示される「[Control]キーを押下したら
ポインタの位置を通知する」オプションを選択します。

3

4

1

2

3

4

5

6

1

2

マウスを構成する
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▼ マウスの速度と応答性を構成するには

「マウスの設定」ダイアログの「一般」タブをクリックします。

「ポインタの速度」セクションで次のオプションを構成します。

速度 スライダを使用して、マウスを動かしたときにマウスポインタが画面を
動き回る速度を指定します。

低い設定を選択すると、マウスを物理的に動かしているときと同等の速
度でマウスポインタが動きます。つまり、画面領域をカバーするに
は、物理的に長い距離をマウスで動かす必要があります。高い設定を選
択すると、マウスを物理的に動かしているときよりも速い速度でマウス
ポインタが動きます。つまり、画面領域をカバーするには、物理的に短
い距離をマウスで動かす必要があります。

応答性 スライダを使用して、マウスの移動に対するマウスポインタの応答性を
指定します。

しきい値 このオプションは、「ドラッグ&ドロップ」セクションに表示されま
す。

スライダを使用して、移動操作がドラッグアンドドロップ操作として解
釈されるまで、項目を移動する必要がある距離を指定します。

カーソルを構成する
次のセクションでは、カーソルの表示特性を変更する方法について説明します。

▼ カーソルの点滅を停止するには

システムをクリックしてから、「設定」→「キーボード」の順に選択し
て、「キーボード」設定ツールを起動します。

「一般」タブセクションで、「テキスト・フィールドでカーソルを点滅させる」オ
プションを選択解除します。

MouseTweaksを使用する
MouseTweaksは、ポインティングデバイスのアクセシビリティー拡張機能を集めたも
のです。MouseTweaksパッケージには、「マウス」設定ツールの「アクセシビリ
ティー」タブで提供される機能があります。また、マウスのアクセシビリティーに
関連する 2つのパネルアプレットも含まれています。詳細:

1

2

1

2

マウスを構成する
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■ ユーザーはプライマリマウスボタンをクリックしたまま保持することに
よって、セカンダリクリックを実行できます。

■ ハードウェアボタンを使用せずに、さまざまなクリックを実行する方法を提供し
ます。このコンテキストで、自動クリックパネルアプレットを使用すると、実行
するクリックの種類を選択できます。

セカンダリクリックのシミュレーションを行うには
プライマリボタンを使用して、指定された遅延期間押したままにすると、セカンダ
リクリックまたは右クリックを発行できます。

自動クリックを発行する
特定のスポットにマウスポインタを指定された遅延期間置くと、クリックを発行で
きます。このモードでは、クリックの種類は、「自動クリックの種類を選択する
ウィンドウを表示するかどうか」、またはドウェル時間の経過後にユーザーがマウ
スを動かす方向で決定されます。クリックの種類は、シングル、ダブル、または右
です。

マウス関連のアクセシビリティーオプションの大部分は、「システム」→「設定」
→「マウス」の順に選択して、「アクセシビリティー」タブを選択すると見つかり
ます。

キーボードを使用してマウスをエミュレートする
には
マウスを使用することが困難な場合は、キーボードを使用してマウス機能をエ
ミュレートできます。詳細は、52ページの「アクセシビリティー対応のキーボード
を構成する」を参照してください。

アクセシビリティー対応のキーボードを構成する
キーボードのアクセシビリティーオプションを構成するには、「キーボード」設定
ツールを使用します。「キーボード」設定ツールを開くには、「システム」→「設
定」→「キーボード」の順に選択します。「アクセシビリティー」タブを選択する
と、アクセシビリティーオプションが表示されます。

「アクセシビリティー」タブセクションには、次のオプションがあります。

アクセシビリティー対応のキーボードを構成する
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■ キーボードからアクセシビリティー機能のオンとオフを切り替えることを許可す
る (Alt + A) -キーコマンドを使ってキーボードのアクセシビリティー機能のオン
とオフを切り替えることができるかどうかを決定します。

■ 同時にキーを押すシミュレーションを行う (Alt + S) –複数の Shiftキー (またはほか
のキー)が別々に入力されても単一のキーストロークの組み合わせとして処理す
ることが可能です。このようなキーボードのアクセシビリティー技術は、「固定
キー」とも呼ばれます。

■ 2つのキーが同時に押された場合に固定キーを無効にする (Alt +B) –任意のキーの
組み合わせが通常どおりに押された場合 (つまり、別々に押されるのではな
く、同時に押された場合)、自動的に固定キーモードが終了します。

■ 長くキーが押された場合のみを受け入れる (Alt + O) –このモードでは、入力とし
て受け入れられるまで、キーを一定の時間押す必要があります。このアクセシビ
リティー技術は、「スローキー」とも呼ばれます。「アクセシビリティー」タブ
セクションのこの部分には、キーが入力として受け入れられるまでのキー押下の
遅延時間を指定するための遅延スライダ (Alt + D)もあります。

■ 重複して速く押されたキーを無視する (Alt + I) –このモードでは、同じキーを連続
して入力しても、そのキーの単一インスタンスのみが入力として受け入れられま
す。このアクセシビリティー技術は、「バウンスキー」とも呼ばれます。「アク
セシビリティー」タブセクションのこの部分では、連続するキーが無視されるま
で、キーを押す遅延時間を指定するための遅延スライダ (Alt + E)も提供されま
す。

キーボードベースのマウスを構成する
マウスのシミュレーションを行うようにキーボードを構成するに
は、「キーボード」設定ツールを使用します。「キーボード」設定ツールを開くに
は、「システム」→「設定」→「キーボード」の順に選択します。「マウ
ス・キー」タブを選択すると、「マウス・キー」オプションにアクセスします。

■ キーボードを使用したポインタの制御を許可する (Alt + A) –キーボードを使用し
てマウスポインタを制御できるかどうかを決定します。

■ 高速化 (Alt + C) –キーボードの方向キーを押したときに、マウス動作がどのくら
い高速になるのかを決定します。

■ 速度 (Alt + S) –キーボードの方向キーを押したときに、マウスポインタがどのく
らい速く動くのかを決定します。

■ 遅延 (Alt + D) –キーボードの方向キーを押したときに、キーを押したことがどの
くらい抑制または無視されるのか (または抑制または無視されるかどうか)を決定
します。

キーボードベースのマウスを構成する
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Dasherを使用する
Dasherは、情報を効率的にテキスト入力するためのインタフェースであり、連続し
た自然なジャスチャーによる指示で動作します。Dasherは、パームトップやウェア
ラブルコンピュータなどでフルサイズのキーボードを使用できない場合や、片手で
(ジョイスティック、タッチスクリーン、マウスなど)、または手を使わずに (ヘッド
マウスやアイトラッカーなど)コンピュータを操作する場合に、優位性のあるテキス
ト入力システムです。

▼ Dasherをインストールするには
デフォルトでは、DasherはOracle Solarisデスクトップにインストールされていませ
ん。Oracle SolarisパッケージリポジトリからDasherをインストールするには:

インターネットに接続されていることを確認してから、次の手順を実行します。

■ 端末ウィンドウ経由:

a. 次のコマンドを入力します。
sudo pkg install dasher

b. プロンプトが表示されたらパスワードを入力します。

■ パッケージマネージャーアプリケーション経由:

a. 「システム」→「管理」→「パッケージマネージャー」の順に選択します。

b. dasherパッケージを検索します。

c. dasherパッケージを選択します。

d. dasherパッケージをインストールします。

▼ Dasherを起動するには
次の方法のいずれかでDasherを起動できます:

■ Alt + F2またはMeta + Rを押して「実行する」ダイアログを表示し、dasherと入力
して Enterを押します。

●

●

Dasherを使用する
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■ 「アプリケーション」→「アクセサリ」→「端末」の順に選択して、dasherを
実行します。

■ Alt + F1を押して、「アプリケーション」→「ユニバーサルアクセス」→
「Dasher」の順に選択します。

Dasherを使用する
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キーボードを使用してデスクトップをナ
ビゲートする

この章では、キーボードのみでOracle Solarisデスクトップをナビゲートする方法に
ついて説明します。マウスやその他のポインティングデバイスを使用することが困
難なユーザーも、キーボードからデスクトップをナビゲートし、使用することがで
きます。

キーボードナビゲーションの紹介
このセクションでは、キーボードからデスクトップをナビゲートするための重要な
キーボードショートカットについて説明します。

この章で説明するキーボードショートカットの一部は、カスタマイズ可能です。テ
キストは、カスタマイズ可能なショートカットを示します。キーボードショート
カットをカスタマイズする方法の詳細は、83ページの「キーボードショートカット
をカスタマイズする」を参照してください。

重要なキーボードショートカット
次の表には、デスクトップをナビゲートするために使用可能なキーボードショート
カットを一覧表示します。特定の要素やコントロールのナビゲートに使用する
キーボードショートカットについては、この章の適切なセクションで説明します。

キー 機能

Ctrl + Esc 「アプリケーション」、「場所」、および「システ
ム」メニューバー項目へのアクセス権を付与します。

4第 4 章
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キー 機能

Alt + F2およびMeta + R 端末コマンドをパラメータ付き、またはパラメータな
しで入力できる「アプリケーションの実行」ダイアロ
グを表示します。これらのパラメータの 1つとして
ファイルを渡す必要がある場合は、「ファイルを引数
として実行」ボタンを使用して必要なファイルを検出
します。

Tab 次の要素またはコントロールにフォーカスを与えま
す。

Shift + Tab ナビゲーションの方向を逆にして、前の要素またはコ
ントロールにフォーカスを与えます。一般に、Shift
キーはナビゲーションの方向を逆にします。

Ctrl + Tab Tabキーがコントロールで特別な目的を持っている場
合は、次の要素またはコントロールにフォーカスを与
えます。たとえば、テキストボックスでTabを押す
と、タブスペースが挿入されます。

前の要素またはコントロールにフォーカスを与えるに
は、Shift + Ctrl + Tabを押します。

Alt + Tabおよび Shift + Alt + Tab 現在実行中のアプリケーションを切り替えます。複数
のアプリケーションが実行中の場合は、複数のアプリ
ケーション間を順方向に循環するにはAlt + Tabキーを
使用し、逆方向に循環するには Shift + Alt + Tabキーを
使用します。

矢印キー 要素またはコントロール内をナビゲートします。

Space フォーカスのある要素またはコントロールをアク
ティブにします。たとえば、現在のコントロールがボ
タンの場合は、この操作はマウスでボタンをクリック
したときと同等です。

Esc ウィンドウ、メニュー、またはドロワーを閉じます。

F7 キャレットナビゲーションモードに切り替えま
す。キャレットナビゲーションモードで
は、キーボードを使用してテキストを選択できま
す。キャレットナビゲーションモードの詳細は、
71ページの「キャレットナビゲーションモードで
HTMLをナビゲートする」を参照してください。

グローバルなキーボードショートカット
次の表には、Oracle Solarisデスクトップのどの部分からでも使用可能なキーボード
ショートカットを一覧表示します。

キーボードナビゲーションの紹介
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キー 機能

Alt + F1 メインアプリケーションメニューを開きます。

このキーボードショートカットはカスタマイズ可能で
す。

Alt + F2およびMeta + R 「アプリケーションの実行」ダイアログを開きます。

このキーボードショートカットはカスタマイズ可能で
す。

Print Screen スクリーンショットアプリケーションを起動して、画
面全体のスクリーンショットを取得します。

このキーボードショートカットはカスタマイズ可能で
す。

Alt + Print Screen スクリーンショットアプリケーションを起動して、現
在フォーカスのあるウィンドウのスクリーンショット
を取得します。

このキーボードショートカットはカスタマイズ可能で
す。

F1 フォーカスのある要素がアプリケーションウィンドウ
またはダイアログの場合、このキーボードショート
カットはアプリケーションのヘルプを開きます。

Ctrl + F1 フォーカスのある要素がパネルまたはアプリ
ケーションウィンドウの場合、このキーボード
ショートカットはウィンドウまたはパネルオブジェク
トに関するツールチップの表示のオンとオフを切り替
えます。

Shift + F10 ポップアップメニューが存在する場合、フォーカスの
ある要素のポップアップメニューを開きます。

デスクトップ背景をナビゲートする
デスクトップ背景はOracle Solarisデスクトップの一部であり、インタフェース項目
またはアプリケーション (パネルやウィンドウなど)がありません。次の表には、デ
スクトップ背景およびデスクトップ背景オブジェクトをナビゲートするために使用
可能なキーボードショートカットを一覧表示します。デスクトップ背景オブジェク
トとは、ファイル、フォルダ、またはアプリケーションを開くために使用可能なデ
スクトップ背景上のアイコンです。

デスクトップ背景をナビゲートする
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キー 機能

Ctrl + Alt + D すべてのウィンドウを一時的に非表示にして、デスク
トップ背景にフォーカスを与えます。

ウィンドウを復元するには、Ctrl + Alt + Dキーを再度
押します。

このキーボードショートカットはカスタマイズ可能で
す。

Ctrl + Alt + Tab デスクトップ背景およびパネルを表すアイコン付きの
ポップアップウィンドウを表示します。デスクトップ
背景とパネル間でフォーカスを切り替えるには、Ctrl +
Altを押したまま、Tabを押し続けます。

このキーボードショートカットはカスタマイズ可能で
す。

矢印キー デスクトップ背景またはデスクトップ背景オブジェク
トにフォーカスがあるときに、隣接するデスクトップ
背景オブジェクトにフォーカスを与えます。

デスクトップ背景オブジェクト名の 1番
目の n文字と一致する文字のシーケンス

デスクトップ背景にフォーカスがあるときに、指定さ
れた文字の順序で名前が始まるデスクトップ背景オブ
ジェクトにフォーカスを与えます。

F2 フォーカスのあるデスクトップ背景オブジェクトの名
前を変更します。

Shift + F10 フォーカスのあるデスクトップ背景オブジェクトの
ポップアップメニューを開きます。

Ctrl + F10 「デスクトップ背景」メニューを開きます。

パネルをナビゲートする
パネルとは、そこから特別なプログラム、アプリケーション、およびパネルアプリ
ケーションを実行できる領域です。もっとも一般的なパネルは、デスクトップ最下
部の全幅に広がるパネルです。次の表には、パネルおよびパネルオブジェクトをナ
ビゲートするために使用可能なキーボードショートカットを一覧表示します。

パネルをナビゲートする
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キー 機能

Ctrl + Alt + Tab パネルにフォーカスを与えます。このキーボード
ショートカットは、デスクトップ背景、パネル、およ
び引き出しを表すアイコン付きのポップアップウィン
ドウを表示します。デスクトップ背景、パネル、およ
びドロワー間でフォーカスを切り替えるには、Ctrl +
Altを押したまま、Tabを押し続けます。

このキーボードショートカットはカスタマイズ可能で
す。

Tab パネル上の次のオブジェクトにフォーカスを与えま
す。

F10 フォーカスが一番上のパネルにあるときに、「アプリ
ケーション」メニューを開きます。

Space パネルオブジェクトをアクティブにします (メ
ニューを開く、ランチャーを起動するなど)。

Shift + F10 パネルオブジェクトのポップアップメニューを開きま
す。

Ctrl + F10 パネルのポップアップメニューを開きます。

▼ パネルオブジェクトを移動するには
フォーカスのあるパネルオブジェクトをパネルやドロワー上の別の場所に移動した
り、オブジェクトを次のパネルに移動したりできます。

Tabキーを押して、オブジェクトにフォーカスを与えます。

Shift + F10キーを押して、パネルオブジェクトのポップアップメニューを開きます。

矢印キーを使用して、「移動」メニュー項目を選択します。

次の表に一覧表示するキーボードショートカットを使用して、移動操作を実行しま
す。

キー 機能

矢印キー オブジェクトを水平パネルの左右、または垂直パネル
の上下に移動します。

Shift +矢印キー オブジェクトを移動して、そのオブジェクトの前にあ
るオブジェクトをプッシュします。

1

2

3

4

パネルをナビゲートする
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キー 機能

Ctrl +矢印キー オブジェクトを移動して、移動時に接触するオブ
ジェクトと位置を入れ替えます。

Tab オブジェクトを次のパネルに移動します。

Space 移動操作を完了します。

Geyesの例

次の例では、Geyesアプリケーションを使用して、パネル内のオブジェクトにおける
さまざまな移動操作の効果を示します。

イラスト 説明

移動操作が行われる前の、3つのパネルオブジェクト
を持つパネルを表示します。

矢印キーを使用してパネル上のGeyesパネルアプリ
ケーションを移動するときの効果を表示します。矢印
キーを使用すると、次のパネルオブジェクトに到達す
るまで、パネルアプリケーションを左右に移動できま
す。

Shift +矢印キーを使用してパネル上のGeyesパネルア
プリケーションを移動するときの効果を表示しま
す。Shift +矢印キーを使用すると、「ボリュームコン
トロール」および「ヘルプ」パネルオブジェクトを移
動中のオブジェクトの前方にプッシュできます。

Ctrl +矢印キーを使用してパネル上のGeyesパネルアプ
リケーションを移動するときの効果を表示しま
す。Ctrl +矢印キーを使用すると、オブジェクトに到
達したときに、「ボリュームコントロール」およ
び「ヘルプ」パネルオブジェクトと位置を入れ替える
ことができます。

引き出しをナビゲートする
ドロワーとは、折りたたみ可能なパネルの拡張機能です。次の表には、ドロワーの
内外にナビゲートするために使用可能なキーボードショートカットを一覧表示しま
す。ドロワーを開くときは、パネルをナビゲートするときと同じ方法でドロワーの
内容をナビゲートできます。パネルをナビゲートする方法の詳細は、60ページ
の「パネルをナビゲートする」を参照してください。

例4–1

パネルをナビゲートする
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キー 機能

Space フォーカスのあるドロワーを開く、または閉じます。

矢印キー フォーカスのあるドロワーに移動します。

Esc ドロワーを閉じて、パネル上のドロワーオブジェクト
にフォーカスを与えます。

パネル上のメニューをナビゲートする
次の表には、パネル上のメニューをナビゲートするために使用可能なキーボード
ショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Space フォーカスのあるメニューを開きます。

矢印キー メニューをナビゲートします。

Space メニュー項目を選択します。

Shift + F10 メニュー項目に関連付けられたポップアップメ
ニューを開きます (存在する場合)。

Esc メニューを閉じます。

パネルアプリケーションをナビゲートする
パネルアプリケーションとは、パネル上に配置された小型のアプリケーションで
す。すべてのパネルアプリケーションにナビゲートして、キーボードからパネルア
プリケーションのポップアップメニューを開くことができます。ただし、フォーカ
スを与えることができるコントロールがパネルアプリケーションに含まれていない
場合は、パネルアプリケーション内のコントロールをナビゲートできません。次の
表には、パネルアプリケーションをナビゲートするために使用可能なキーボード
ショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Space フォーカスのあるパネルアプリケーションコント
ロールをアクティブにします (適用可能な場合)。すべ
てのパネルアプリケーションに、アクティブにできる
コントロールが含まれているとは限りません。アク
ティブにできるコントロールがパネルアプリ
ケーションに含まれていない場合は、Spaceを押して
も何も実行されません。

パネルをナビゲートする
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キー 機能

矢印キー パネルアプリケーション上のコントロールをナビ
ゲートします。

Shift + F10 パネルアプリケーションのポップアップメニューを開
きます。メニューをナビゲートするには、メニューを
ナビゲートするための標準キーボードショートカット
を使用します。メニューをナビゲートする方法の詳細
は、72ページの「メニューをナビゲートする」を参照
してください。

ワークスペースをナビゲートする
ワークスペースとは、作業可能な個別領域です。デスクトップ上に多くのワークス
ペースを配置して、別のワークスペースに切り替えることができます。各ワークス
ペースには、さまざまなウィンドウやプロセスを含めることができます。次の表に
は、ワークスペースをナビゲートするために使用可能なキーボードショートカット
を一覧表示します。

キー 機能

Ctrl + Alt +矢印キー 次または前のワークスペースにフォーカスを与えま
す。このキーボードショートカットは、ワークス
ペースを表すアイコン付きのポップアップウィンドウ
を表示します。ワークスペース間でフォーカスを切り
替えるには、Ctrl + Altキーを押したまま、矢印キーを
押し続けます。

このキーボードショートカットはカスタマイズ可能で
す。

Shift + Ctrl + Alt +矢印キー 次または前のワークスペースにフォーカスのある
ウィンドウに移動します。

このキーボードショートカットはカスタマイズ可能で
す。

ウィンドウをナビゲートする
次のセクションでは、ウィンドウをナビゲートするために使用可能なキーボード
ショートカットについて説明します。ウィンドウとは、アプリケーションを表示す
る画面上の長方形の枠です。

ワークスペースをナビゲートする
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注 –ウィンドウのナビゲートに関連付けられたキーボードショートカットは、すべて
カスタマイズ可能です。詳細は、64ページの「ワークスペースをナビゲートす
る」を参照してください。

ウィンドウにフォーカスを与える
ウィンドウを使用または変更する前に、ウィンドウにフォーカスを与える必要があ
ります。次の表には、ウィンドウにフォーカスを与えるために使用可能な
キーボードショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Alt + Tab 各ウィンドウを表すアイコン付きのポップアップ
ウィンドウを表示します。フォーカスを与えるウィン
ドウに到達するまでウィンドウ間を移動するには、Alt
キーを押したまま、Tabキーを押し続けます。

Alt + Esc フォーカスを与えるウィンドウに到達するまで、各
ウィンドウを順に表示します。

Alt + F6 現在のアプリケーションに属するウィンドウ (「テキ
ストエディタ」のように複数のドキュメントインタ
フェースを持つアプリケーションなど)間を循環しま
す。

ウィンドウを制御する
ウィンドウにフォーカスがあるときに、ウィンドウでさまざまな操作を実行できま
す。次の表には、フォーカスのあるウィンドウを制御するために使用可能な
キーボードショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Alt + Space 「ウィンドウ」メニューを開きます。

Alt + F4 ウィンドウを閉じます。

Open ウィンドウを最小化します。

Alt + F10 ウィンドウを最大化します。

Alt + F5 最大化したウィンドウを元のウィンドウサイズに戻し
ます。

ウィンドウをナビゲートする
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ウィンドウを移動する
ウィンドウにフォーカスがあるときに、画面中でウィンドウを移動できます。次の
表には、ウィンドウを移動するために使用可能なキーボードショートカットを一覧
表示します。

キー 機能

Alt + F7 移動操作を開始します。マウスポインタは十字に変わ
ります。

矢印キー 矢印キーの方向にウィンドウを一度に 10ピクセル移動
します。

Ctrl +矢印キー 矢印キーの方向にウィンドウを一度に 1ピクセル移動
します。

Shift +矢印キー 矢印キーの方向にウィンドウを移動して、もっとも近
いウィンドウ、パネル、または画面の端に位置を合わ
せます。

Space 移動操作を完了して、ウィンドウを現在の位置のまま
にします。

Esc 移動操作を取り消して、ウィンドウを元の位置に戻し
ます。

ウィンドウのサイズを変更する
ウィンドウにフォーカスがあるときに、ウィンドウのサイズを大きく、または小さ
くできます。次の表には、フォーカスのあるウィンドウのサイズを変更するために
使用可能なキーボードショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Alt + F8 サイズ変更操作を開始します。

矢印キー ウィンドウのサイズを矢印キーの方向に変更します。

Space サイズ変更操作を完了して、ウィンドウを現在のサイ
ズのままにします。

Esc サイズ変更操作を取り消して、ウィンドウを元のサイ
ズに戻します。

ウィンドウをナビゲートする
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ペインウィンドウをナビゲートする
ペインウィンドウとは、2つ以上のペインに分割されたウィンドウです。ペイン
ウィンドウを使用したアプリケーションの例として、ヘルプブラウザとファイルマ
ネージャーがあります。

次の表には、ペインありのウィンドウをナビゲートするために使用可能な
キーボードショートカットを一覧表示します。

キー 機能

F6 次のペインにフォーカスを与えます。システムは、ペ
インで最後にフォーカスのあったコントロールに
フォーカスを与えます。

F8 ウィンドウの最初のサイズ変更ハンドルにフォーカス
を与えます。サイズ変更ハンドルはペイン間で表示さ
れ、ペインのサイズを変更できます。次のサイズ変更
ハンドルにフォーカスを与えるには、F8を再度押しま
す。

サイズ変更ハンドルにフォーカスがあるときに、次の表に一覧表示するキーボード
ショートカットを使用すると、ペインウィンドウを変更できます。

キー 機能

矢印キー サイズ変更ハンドルを少しずつ移動します。

Ctrl +矢印キー サイズ変更ハンドルを大きく移動します。

Home 垂直ペインの場合はペインのサイズをサイズ変更ハン
ドルの左に、水平ペインの場合はサイズ変更ハンドル
の上に、許容される最小サイズまで小さくします。

End 垂直ペインの場合はペインのサイズをサイズ変更ハン
ドルの左に、水平ペインの場合はサイズ変更ハンドル
の上に、許容される最小サイズまで大きくします。

Space サイズ変更ハンドルの位置を設定して、最後に
フォーカスのあったコントロールにフォーカスを戻し
ます。

Esc サイズ変更ハンドルの位置を元の位置にリセットし
て、最後にフォーカスのあったコントロールに
フォーカスを戻します。

ウィンドウをナビゲートする
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アプリケーションをナビゲートする
アプリケーションとは、デスクトップ上で実行される任意のプログラ
ム、ユーティリティー、またはその他のソフトウェアパッケージです。アプリ
ケーションは、次の標準ユーザーインタフェースコンポーネントで構成されます。

Windows ウィンドウとは、アプリケーションを表示する画面上の長方形の枠
です。ウィンドウをナビゲートする方法の詳細は、64ページ
の「ウィンドウをナビゲートする」を参照してください。

ダイアログ ダイアログとは、情報やコマンドを入力するポップアップウィンド
ウです。ダイアログをナビゲートする方法の詳細は、69ページ
の「ダイアログをナビゲートするための重要なキーボードショート
カット」を参照してください。

コントロール コントロールとは、ユーザーインタフェースを操作またはガイドす
るために使用するツールです。たとえば、ボタン、チェックボック
ス、メニュー、およびテキストボックスはコントロールです。使
用可能なさまざまな種類のコントロールをナビゲートする方法の詳
細は、72ページの「標準の要素とコントロールをナビゲートす
る」を参照してください。

マニュアルのこのセクションでは、アプリケーションおよびダイアログを使用して
起動するために使用可能なキーボードショートカットについて説明します。

アプリケーションをナビゲートするための重要な
キーボードショートカット
Oracle Solarisデスクトップでは数多くのアプリケーションが使用可能であるた
め、このマニュアルでは、すべての各種アプリケーションをナビゲートするために
使用可能なキーボードショートカットについては説明しません。ただし、一部の基
本的なキーボードショートカットは、すべてのアプリケーションに共通のもので
す。また、アクセスキーはキーボードからアプリケーションを効率的にナビゲート
する方法を提供します。アクセスキーは、メニューまたはコントロールで下線付き
文字で識別されます。場合によっては、操作を実行するためにアクセスキーと組み
合わせてAltキーを押す必要があります。

次の表には、アプリケーションをナビゲートするために使用可能な重要な
キーボードショートカットを一覧表示します。

アプリケーションをナビゲートする
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キー 機能

F10 アプリケーションメニューバーにある 1番目のメ
ニューを開きます。

Alt +アクセスキー アクセスキーに関連付けられたメニューを開きます。

アクセスキー アクセスキーに関連付けられたメニュー項目を選択し
ます。

左矢印および右矢印 メニューバー上のメニュー間でフォーカスを切り替え
ます。

上矢印および下矢印 メニューにフォーカスを移動します。

Esc 開いているメニューを閉じて、メニューバーの前に
フォーカスのあったコントロールにフォーカスを与え
ます。

Ctrl + O ファイルセレクタダイアログを開きます。

Ctrl + S 「保存」ダイアログを開きます。

Ctrl + L 開いたり、保存したりするファイルの名前を入力でき
る「位置」ダイアログを開きます。

Ctrl + P 「印刷」ダイアログを開きます (使用可能な場合)。

Ctrl + C 強調表示されたテキストをグローバルなアプリ
ケーション全体のクリップボードにコピーします。

Ctrl + X 強調表示されたテキストを切り取って、グローバルな
アプリケーション全体のクリップボードに格納しま
す。

Ctrl + V テキストをグローバルなアプリケーション全体のク
リップボードから現在のカーソル位置に貼り付けま
す。

ダイアログをナビゲートするための重要な
キーボードショートカット
次の表には、ダイアログをナビゲートするために使用可能な重要なキーボード
ショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Alt +アクセスキー コントロールをアクティブにするか、選択します。

Tab 次のコントロールにフォーカスを与えます。

アプリケーションをナビゲートする
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キー 機能

Ctrl + Alt + Page Up タブ名にフォーカスがあるときに、ダイアログの次の
タブセクションに移動します。

Ctrl + Alt + Page Down タブ名にフォーカスがあるときに、ダイアログの前の
タブセクションに移動します。

Esc ダイアログを閉じます。

Return ダイアログのデフォルト操作を実行します。通常のデ
フォルト操作では、変更が適用され、ダイアログが閉
じます。

ファイルマネージャーをナビゲートする
「ファイルマネージャー」ウィンドウは、複数のコンポーネントで構成され、各コ
ンポーネントをナビゲートするためのさまざまなキーボードショートカットが定義
されています。

フォルダをナビゲートする

キー 機能

矢印キー 次または前のファイルまたはフォルダを矢印キーの方
向に選択します。

Ctrl +矢印キー 次または前のファイルまたはフォルダにフォーカスを
与えますが、項目は選択しません。これにより、複数
の隣接しないファイル群を選択できます。

Space フォーカスのあるファイルまたはフォルダを開きま
す。

ファイル名の 1番目の n文字と一致する
文字のシーケンス

指定された文字のシーケンスで始まる最初のファイル
またはフォルダを選択します。

Home 現在のフォルダにある最初のファイルまたはフォルダ
を選択します。

End 現在のフォルダにある最後のファイルまたはフォルダ
を選択します。

Backspace 現在のフォルダの親フォルダを開きます。

Shift + F10 ファイルまたはフォルダのポップアップメニューを開
きます。

ファイルマネージャーをナビゲートする
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キー 機能

Ctrl + F10 内包しているフォルダのポップアップメニューを開き
ます。

サイドペインをナビゲートする
次の表では、一般に「ファイルマネージャー」サイドペインをナビゲートするため
に使用可能な重要なキーボードショートカットについて説明します。サイドペイン
は、「ファイルマネージャー」ウィンドウの左側に表示されます。

キー 機能

F6 サイドペインとビューペイン間でフォーカスを切り替
えます。

Shift + F10 サイドペインのポップアップメニューを開きます。

キャレットナビゲーションモードでHTMLをナビゲート
する

キャレットナビゲーションとは、キーボードを使用してテキストを選択するために
使用可能なアプリケーションの操作モードです。次の表では、Oracle Solarisデスク
トップヘルプブラウザ、Firefox Webブラウザ、Thunderbird電子メールアプリ
ケーション、および Evolution電子メールアプリケーションで、HTMLコンテンツを
キャレットナビゲーションモードでナビゲートする方法について説明します。

キー 機能

F7 キャレットナビゲーションモードに切り替えます。

左矢印 1文字を左に移動します。

右矢印 1文字を右に移動します。

上矢印 1行上に移動します。

下矢印 1行下に移動します。

Ctrl +左矢印 前の単語の先頭に移動します。

Ctrl +右矢印 前の単語の末尾に移動します。

Page Up コンテンツを 1ページ上にスクロールします。

Page Down コンテンツを 1ページ下にスクロールします。

キャレットナビゲーションモードでHTMLをナビゲートする
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キー 機能

Home 現在のフレームの先頭に移動します。

End 現在のフレームの末尾に移動します。

Shift +上記のキーのいずれか 現在の位置から宛先の位置に移動して、2つの位置の
間にあるすべてテキストを選択します。

Tab 次のフォーカス可能なコントロールにフォーカスを移
動します。

Shift + Tab 前のフォーカス可能なコントロールにフォーカスを移
動します。

Enter ボタンをアクティブにするか、フォームを送信しま
す。

標準の要素とコントロールをナビゲートする
次のセクションでは、標準のユーザーインタフェース要素およびコントロールを
キーボードからナビゲートおよび使用する方法について説明します。

メニューをナビゲートする
次の表には、メニューをナビゲートするために使用可能なキーボードショート
カットを一覧表示します。

キー 機能

上矢印および下矢印 メニュー上の次または前のメニュー項目にフォーカス
を与えます。

右矢印 フォーカスのあるメニュー項目がサブメニューの場合
は、サブメニューを開いて、サブメニュー上の最初の
メニュー項目にフォーカスを与えます。

フォーカスのあるメニュー項目がサブメニュー以外の
場合は、メニューバー上の次のメニューを開きます。

左矢印 フォーカスのあるメニュー項目がサブメニューの場合
は、サブメニューにフォーカスを戻します。

フォーカスのあるメニュー項目がサブメニュー以外の
場合は、メニューバー上の前のメニューを開きます。

Return フォーカスのあるメニュー項目を選択して、開いてい
るメニューを閉じます。

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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キー 機能

アクセスキー アクセスキーに関連付けられたメニュー項目を選択し
て、開いているメニューを閉じます。

Space メニュー項目がチェックボックスまたはラジオボタン
の場合を除いて、フォーカスのあるメニュー項目を選
択して、開いてるメニュー項目を閉じます。メ
ニュー項目がチェックボックスまたはラジオボタンの
場合、メニューは閉じません。

Esc 開いているメニューを閉じます。

ボタンをナビゲートする
ボタンとは、操作を開始するために使用されるコントロールです。大部分のボタン
は長方形で、テキストラベルが付いています。

次の表には、ボタンをナビゲートするために使用可能なキーボードショートカット
を一覧表示します。

キー 機能

Space フォーカスのあるボタンをアクティブにします。この
動作は、ボタンをクリックしたときと同等です。

Return フォーカスのあるボタンをアクティブにしま
す。フォーカスのあるボタンがない場合は、ダイアロ
グのデフォルト動作を実行します。

ラジオボタンをナビゲートする
ラジオボタンとは、複数の相互に排他的なオプションを 1つ選択するために使用さ
れるコントロールです。

図 4–1 ボタンのサンプル
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次の表には、一組のラジオボタンをナビゲートするために使用可能なキーボード
ショートカットを一覧表示します。

キー 機能

矢印キー 次または前のラジオボタンを選択して、グループ内の
他のラジオボタンを選択解除します。

チェックボックスをナビゲートする
チェックボックスとは、オプションを選択または選択解除するために使用されるコ
ントロールです。

次の表には、チェックボックスをナビゲートするために使用可能なキーボード
ショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Space チェックボックスを選択または選択解除します。

テキストボックスをナビゲートする
テキストボックスとは、テキストを入力するコントロールです。

次の表には、単一行のテキストボックスをナビゲートするために使用可能な
キーボードショートカットを一覧表示します。

図 4–2 ラジオボタンのサンプル

図 4–3 チェックボックスのサンプル

図 4–4 単一行のテキストボックスのサンプル

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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キー 機能

左矢印 カーソルを 1文字左側に配置します。

右矢印 カーソルを 1文字右側に配置します。

Ctrl +左矢印 現在の単語の先頭にカーソルを配置します。前の単語
の先頭にカーソルを配置するには、Ctrlを押したま
ま、左矢印を押し続けます。

Ctrl +右矢印 現在の単語の末尾にカーソルを配置します。次の単語
の末尾にカーソルを配置するには、Ctrlキーを押した
まま、右矢印キーを押し続けます。

Home 行の先頭にカーソルを配置します。

End 行の末尾にカーソルを配置します。

Shift +左矢印または右矢印 カーソルの左または右に 1文字ずつ選択します。

Shift + Ctrl +左矢印または右矢印 カーソルの左または右に 1単語ずつ選択します。

Shift + Home カーソルの左にあるすべてのテキストを選択します。

Shift + End カーソルの右にあるすべてのテキストを選択します。

Ctrl + A テキストボックス内のすべてのテキストを選択しま
す。

複数行のテキストボックスをナビゲートするには、上記の表に一覧表示した
キーボードショートカットに加えて、次の表に示すキーボードショートカットも使
用します。

キー 機能

Page Up 現在のビューの一番上にカーソルを配置します。前の
ビューの一番上にカーソルを配置するには、Page Up
を再度押します。

Page Down 現在のビューの一番下にカーソルを配置します。前の
ビューの一番下にカーソルを配置するには、Page
Downを再度押します。

Ctrl +上矢印 現在の段落の先頭にカーソルを配置します。前の段落
の先頭にカーソルを配置するには、Ctrlキーを押した
まま、上矢印キーを押し続けます。

Ctrl +下矢印 現在の段落の末尾にカーソルを配置します。次の段落
の末尾にカーソルを配置するには、Ctrlキーを押した
まま、下矢印キーを押し続けます。

Ctrl + Page Up カーソルを 1ビュー幅左に配置します。

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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キー 機能

Ctrl + Page Down カーソルを 1ビュー幅右に配置します。

Ctrl + Home テキストボックスの先頭にカーソルを配置します。

Ctrl + End テキストボックスの末尾にカーソルを配置します。

Ctrl + Tab ダイアログ上の次のコントロールにフォーカスを与え
ます。

Shift + Page Up テキストを現在のビューの先頭まで選択します。前の
ビューの先頭まで選択を拡張するには、Shiftを押した
まま、Page Upを押し続けます。

Shift + Page Down テキストを現在のビューの末尾まで選択します。次の
ビューの末尾まで選択を拡張するには、Shiftを押した
まま Page Downを押し続けます。

Shift + Home テキストを行の先頭まで選択します。

Shift + End テキストを行の末尾まで選択します。

Shift + Ctrl +上矢印 テキストを段落の先頭まで選択してから、前の段落の
先頭まで選択します。

Shift + Ctrl +下矢印 テキストを段落の末尾まで選択してから、次の段落の
末尾まで選択します。

Shift + Ctrl + Home テキストをテキストボックスの先頭まで選択します。

Shift + Ctrl + End テキストをテキストボックスの末尾まで選択します。

スピンボックスをナビゲートする
スピンボックスとは、数値を入力したり、指定可能なすべての値のリストから値を
選択したりできるコントロールです。

スピンボックスのテキストボックス領域をナビゲートするために使用される
キーボードショートカットについては、74ページの「テキストボックスをナビ
ゲートする」で説明します。次の表には、スピンボックスで上下矢印をナビゲート
するために使用可能なキーボードショートカットを一覧表示します。

図 4–5 スピンボックスのサンプル

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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キー 機能

上矢印または下矢印 スピンボックスの値を少しずつ増加または減少させま
す。

Page Upまたは Page Down スピンボックスの値を大幅に増加または減少させま
す。

ドロップダウンリストのナビゲート
ドロップダウンリストとは、使用可能な項目を 1つ選択するために使用されるコン
トロールです。ドロップダウンリストには、使用可能な項目を表示するために使用
されるボタンが付いています。

次の表には、ドロップダウンリストをナビゲートするために使用可能なキーボード
ショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Space このキーは次の機能のいずれかを実行します。
■ ドロップダウンリストが開いていない場合、この
キーによってドロップダウンリストが開きます。

■ ドロップダウンリストが開いている場合、この
キーによって現在の選択が承認され、リストが閉
じます。

上矢印 前のリスト項目を選択します。

下矢印 次のリスト項目を選択します。

Esc 選択を変更せずにリストを閉じます。

ドロップダウンコンビネーションボックスをナビ
ゲートする
ドロップダウンコンビネーションボックスとは、ドロップダウンリストが付いたテ
キストボックスです。

図 4–6 ドロップダウンリストのサンプル

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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テキストボックス領域をナビゲートするには、テキストボックスにフォーカスがあ
るときに、74ページの「テキストボックスをナビゲートする」で一覧表示した
キーボードショートカットを使用します。テキストボックスにフォーカスがあると
きに、次の表に示すキーボードショートカットを使用して、ドロップダウンリスト
領域をナビゲートすることもできます。

キー 機能

上矢印 リストを表示せずに、ドロップダウンリストから前の
項目を選択します。

下矢印 リストを表示せずに、ドロップダウンリストから次の
項目を選択します。

Ctrl +下矢印 ドロップダウンリストを開きます。

ドロップダウンリストにフォーカスがあるときに、次の表に一覧表示する
キーボードショートカットを使用すると、ドロップダウンリストをナビゲートでき
ます。

キー 機能

上矢印 前のリスト項目を選択します。

下矢印 次のリスト項目を選択します。

Home リストの最初の項目を選択します。

End リストの最後の項目を選択します。

Page Up 現在のリストビューの一番上にある項目を選択しま
す。

Page Down 現在のリストビューの一番下にある項目を選択しま
す。

Space 現在の選択を承認して、ドロップダウンリストを閉じ
ます。

Ctrl + Page Up 必要に応じて、リストの左方向にスクロールします。

Ctrl + Page Down 必要に応じて、リストの右方向にスクロールします。

図 4–7 ドロップダウンコンビネーションボックスのサンプル

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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スライダをナビゲートする
スライダとは、連続する値範囲で値を設定するために使用されるコントロールで
す。

次の表には、スライダをナビゲートするために使用可能なキーボードショート
カットを一覧表示します。

キー 機能

左矢印または上矢印 スライダを左または上に少しずつ移動します。

右矢印または下矢印 スライダを右または下に少しずつ移動します。

Page Up スライダを左または上に少しずつ移動します。

Page Down スライダを右または下に少しずつ移動します。

Home スライダを最大値まで移動します。

End スライダを最小値まで移動します。

タブセクションをナビゲートする

図 4–8 スライダのサンプル

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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ウィンドウまたはダイアログで一度に 1つのセクションが表示されるよう
に、ウィンドウおよびダイアログが複数の論理セクションに分割されている場合が
あります。この分割はタブセクションと呼ばれ、テキストラベル付きのタブで識別
されます。

次の表には、タブ名にフォーカスがあるときに、ウィンドウまたはダイアログのタ
ブセクションをナビゲートするために使用可能なキーボードショートカットを一覧
表示します。

キー 機能

左矢印 前のタブセクションにフォーカスを与えます。

右矢印 次のタブセクションにフォーカスを与えます。

Tabまたは
Ctrl +下矢印

アクティブなタブセクション上の最初のコントロール
にフォーカスを与えます。

図 4–9 タブセクションのサンプル

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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次の表には、タブセクション上のコントロールにフォーカスがあるときに、ウィン
ドウまたはダイアログのタブセクションをナビゲートするために使用可能な
キーボードショートカットを一覧表示します。

キー 機能

Ctrl + Alt + Page Up 前のタブセクションにフォーカスを与えます。

Ctrl + Alt + Page Down 次のタブセクションにフォーカスを与えます。

Ctrl + Tab タブセクション外部にある次のコントロールに
フォーカスを与えます。

リストをナビゲートする
次の表には、列ヘッダーにフォーカスがあるときに、複数列のリストをナビゲート
するために使用可能なキーボードショートカットを一覧表示します。

キー 機能

左矢印または右矢印 前または次の列ヘッダーにフォーカスを与えます。

Space ヘッダーをアクティブにします。通常、この操作では
リストが列ヘッダー別にソートされます。

Tab リストコンテンツにフォーカスを与えます。

次の表には、リストのコンテンツにフォーカスがあるときに、リストをナビゲート
するために使用可能なキーボードショートカットを一覧表示します。

キー 機能

矢印キー 次または前の行または列を選択します。

Page Up ビューにあるリストコンテンツの最上行を選択しま
す。前のビューの最上行を選択するには、Page Upを
再度押します。

Page Down ビューにあるリストコンテンツの最下行を選択しま
す。次のビューの最下行を選択するには、Page Down
を再度押します。

Home リスト内の先頭行を選択します。

End リスト内の最終行を選択します。

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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キー 機能

Shift +矢印キー リストが複数行の選択をサポートしている場合に、次
または前の行または列を現在の選択に追加します。

リストが単一行の選択しかサポートしていない場合
に、次または前の行または列を選択します。

Shift + Page Up 現在の選択とビューの最上行との間にあるすべての行
を選択します。

Shift + Page Down 現在の選択とビューの最下行との間にあるすべての行
を選択します。

Shift + Home 現在の選択とリストの先頭行との間にあるすべての行
を選択します。

Shift + End 現在の選択とリストの最終行との間にあるすべての行
を選択します。

Ctrl +矢印キー 次の行または列にフォーカスを与えますが、選択は拡
張しません。

Ctrl + Page Up ビューの最上行にフォーカスを与えますが、選択は拡
張しません。

Ctrl + Page Down ビューの最下行にフォーカスを与えますが、選択は拡
張しません。

Ctrl + Home リストの先頭行にフォーカスを与えますが、選択は拡
張しません。

Ctrl + End リストの最終行にフォーカスを与えますが、選択は拡
張しません。

Return 項目をアクティブにします。

Ctrl + A リストが複数行の選択をサポートしている場合に、リ
スト内のすべての行を選択します。

Shift + Tab 列ヘッダーにフォーカスを与えます (適用可能な場
合)。

ツリーをナビゲートする
ツリーとは、展開および折りたたみが可能なセクションを含むユーザーインタ
フェースコントロールです。通常、ツリーは階層構造を表示します。

標準の要素とコントロールをナビゲートする
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ツリーをナビゲートするときは、81ページの「リストをナビゲートする」で一覧表
示したものと同じキーボードショートカットを使用できます。さらに、次の表に
は、ツリー項目で使用可能なキーボードショートカットを一覧表示します。

キー 機能

+ (正符号) フォーカスのある項目を展開します。

- (minus) フォーカスのある項目を折りたたみます。

Back Spacebar 親項目を選択します。

Ctrl + F 検索ダイアログを表示します。検索するツリー項目の
名前を入力できます。

キーボードショートカットをカスタマイズする
Oracle Solarisデスクトップをナビゲートするために使用されるデフォルトの
キーボードショートカットを表示するには、「キーボードショートカット」設定
ツールを使用します。ユーザー要件を満たすように、デフォルトのキーボード
ショートカットをカスタマイズできます。「ホットキー」を作成することもできま
す。ホットキーとは、アプリケーションを起動するキーボードショートカットで
す。

「キーボードショートカット」設定ツールを起動するには、「システム」→「設
定」→「キーボード」→「ショートカット」の順に選択します。「デスクトップ
ショートカット」表には、各操作に関連付けられたキーボードショートカットが一
覧表示されています。

図 4–10 ツリー構造のサンプル

キーボードショートカットをカスタマイズする
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▼ キーボードショートカットをカスタマイズするに
は

キーボードショートカットをカスタマイズする操作をクリックします。

該当行が強調表示されます。

「ショートカット」列のキーボードショートカットをクリックします。

「ショートカット」列に、「(新しいアクセラレータを入力してください/[BS]キーで
クリア)」というテキストが表示されます。

操作に関連付けるキーを押します。

「ショートカット」列に、新しいキーボードショートカットが表示されます。

▼ キーボードショートカットを無効にするには
キーボードショートカットを無効にする操作をクリックします。

該当行が強調表示されます。

「ショートカット」列のキーボードショートカットをクリックします。

「ショートカット」列に、「(新しいアクセラレータを入力してください/[BS]キーで
クリア)」というテキストが表示されます。

Backspaceキーを押します。
キーボードショートカットが無効になります。

1

2

3

1

2

3

キーボードショートカットをカスタマイズする
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デスクトップの表示をカスタマイズする

この章では、視覚に障害を持つユーザーがデスクトップのアクセシビリティーを強
化するために、Oracle Solarisデスクトップの表示を変更する方法について説明しま
す。

カスタマイズのオプション
次の方法を使用すると、Oracle Solarisデスクトップの表示をカスタマイズできま
す。

■ テーマ –デスクトップの表示を効率的で一貫性のある方法で変更できま
す。テーマの詳細、およびテーマを使用して必要なデスクトップ環境を実現する
方法については、86ページの「テーマを使用してデスクトップをカスタマイズ
する」を参照してください。

■ デスクトップおよびアプリケーション固有の構成設定 –デスクトップのコン
ポーネントを個別にカスタマイズして、必要な表示設定を実現できます。この方
法は、テーマを使用する代替法として使用できます。

次の表では、Oracle Solarisデスクトップに行うことができる変更についての概要を
示します。このガイドでは、デスクトップをカスタマイズするための詳細な手順に
ついては扱いません。デスクトップで提供されるカスタマイズツールを使用し
て、デスクトップをカスタマイズする方法の詳細は、各ツールのヘルプまた
は『Oracle Solaris 11.1デスクトップユーザーズガイド』を参照してください。

表 5–1 デスクトップの表示をカスタマイズするためのクイックリファレンス

設定 方法

デスクトップ全体の表示と、ハイ・コントラストの色、ロー・コン
トラストの色、または拡大版の使用

「表示」設定ツール
の「テーマ」タブ
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表 5–1 デスクトップの表示をカスタマイズするためのクイックリファレンス (続き)
設定 方法

デスクトップ背景の表示 ■ 「表示」設定ツール
の「背景」タブ

■ ファイルマ
ネージャーアプリ
ケーションの「編集」
→「背景とエンブレ
ム」メニュー項目

デスクトップ背景およびすべてデスクトップアプリケーションの
フォント

「表示」設定ツール
の「フォント」タブ

テキストエディタまたは端末アプリケーションの標準フォント設定 アプリケーションの「編
集」→「設定」メニュー項
目

ウィンドウおよびワークスペースアニメーションの量と種類 「表示」設定ツールの「視
覚効果」タブ

デスクトップパネルの表示および非表示に使用されるアニ
メーション

パネルの「プロパ
ティー」ダイアログの「一
般」タブ

受信した電子メールメッセージのフォントと色 ■ Thunderbird設定ダイア
ログの「表示」タブ
の「書式設定」オプ
ション

■ Evolution設定ダイアロ
グの「メールの設
定」ページの「一
般」タブ

Webページのフォントと色 Firefox設定ダイアログ
の「内容」タブ

テーマを使用してデスクトップをカスタマイズする
このセクションでは、テーマを使用したOracle Solarisデスクトップの表示のカスタ
マイズについて説明します。

テーマの紹介
テーマとは、デスクトップおよびそのコンポーネントの表示を一貫性のある方法で
変更または制御するための設定を集めたものです。テーマを適用すると、必要な効
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果を実現するために、さまざまなデスクトップコンポーネントが同時に変更されま
す。たとえば、デスクトップ全体のフォントサイズを大きくするテーマを適用する
と、フォントサイズと最適な互換性を保つために、パネルサイズおよびデスク
トップ上のアイコンも変更されます。

テーマには次の設定があり、デスクトップのさまざまな部分に影響を与えます。

コントロール すべてのウィンドウ、アプリケーション、パネル、およびパネル
アプリケーションの画像表示を決定します。また、メニュー、ア
イコン、ボタンなどのGNOME準拠のインタフェース項目の画
像表示も決定します。デスクトップで使用可能な一部のコント
ロールオプションは、特別なアクセシビリティー要件を満たすよ
うに設計されています。

色 コントロールの描画に使用される色スキームを決定します。この
機能がテーマでサポートされていない場合、その色スキームは
テーマのデザイナーが修正し、ユーザーは変更できません。

ウィンドウ境界 ウィンドウ周囲のフレームの表示のみを決定します。

アイコン パネルおよびデスクトップ背景でのアイコンの表示を決定しま
す。

ポインタ マウスポインタのシェイプ、色、およびサイズを決定します。

ユーザー独自のテーマを作成する方法の詳細は、『Oracle Solaris 11.1デスクトップ管
理者ガイド』を参照してください。

▼ テーマを選択するには
「システム」→「設定」→「表示」の順に選択します。

「テーマ」タブをクリックします。

リストから新規テーマを選択します。

自動的にテーマがデスクトップに適用されます。

使用可能なテーマ

次の表で説明するように、さまざまなアクセシビリティー要件を満たす複数の
テーマが使用可能です。

1

2

3

参考
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テーマ名 説明

ハイ・コントラスト ハイ・コントラストの色を使用して、明るい背
景に暗いテキストを表示します。

ハイ・コントラストの反転 ハイ・コントラストの色を使用して、暗い背景
に、明るいテキストを表示します。

拡大版 このテーマでは、18 ptの大きなフォントサイズ
が推奨されます。背景および前景の色は、デ
フォルトのデスクトップテーマで指定された色
と同じです。推奨されたフォントを適用するに
は、「フォントの適用」ボタンをクリックしま
す。

ハイ・コントラスト (大) このテーマでは、18 ptの大きなフォントサイズ
で、明るい背景に暗いテキストを使用すること
が推奨されます。推奨されたフォントを適用す
るには、「フォントの適用」ボタンをクリック
します。

ハイ・コントラストの反転 (大) このテーマでは、18 ptの大きなフォントサイズ
で、暗い背景に明るいテキストを使用すること
が推奨されます。推奨されたフォントを適用す
るには、「フォントの適用」ボタンをクリック
します。

一部のGNOMEディストリビューションでは、ハイ・コントラストのテーマセット
を補完する low-contrast/low-contrast-large-printテーマが提供されています。

ヒント –テーマに関連付けられたコントロール、ウィンドウ枠、およびアイコンの設
定を表示するには、「テーマの設定」ダイアログでテーマを選択してか
ら、「テーマ」タブをクリックします。「カスタマイズ」ダイアログには、設定カ
テゴリごとにタブセクションがあります。各タブセクションには、使用可能なオプ
ションが一覧表示され、現在のテーマ設定が強調表示されています。

▼ テーマのコントロール設定を変更するには

「システム」→「設定」→「表示」の順に選択します。

「テーマ」タブで、変更するテーマを選択します。

「カスタマイズ」ボタンをクリックします。

「テーマのカスタマイズ」ダイアログが表示されます。

1
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「コントロール」タブをクリックして、使用可能なコントロールオプションを表示
します。

現在のテーマに関連付けるコントロールオプションを選択してから、「閉じる」を
クリックします。

次の表には、アクセシビリティー要件を満たしたコントロールオプションを一覧表
示します。

コントロールオプション 説明

HighContrast ハイ・コントラストの色を使用して、明るい背
景に暗いテキストを表示します。

HighContrastInverse ハイ・コントラストの色を使用して、暗い背景
に、明るいテキストを表示します。

LargePrint 大きいフォントを格納できるようにコント
ロールのサイズを大きくします。フォントサイ
ズを大きくするには、「フォント」設定ツール
を使用する必要があります。背景および前景の
色は、デフォルトのデスクトップテーマで指定
された色と同じです。

HighContrastLargePrint ハイ・コントラストの色を使用して、明るい背
景に暗いテキストを表示します。大きいフォン
トを格納できるようにコントロールのサイズを
大きくします。フォントサイズを大きくするに
は、「フォント」設定ツールを使用する必要が
あります。

HighContrastLargePrintInverse ハイ・コントラストの色を使用して、暗い背景
に、明るいテキストを表示します。大きい
フォントを格納できるようにコントロールのサ
イズを大きくします。フォントサイズを大きく
するには、「フォント」設定ツールを使用する
必要があります。

▼ テーマの色設定を変更するには

「システム」→「設定」→「表示」の順に選択します。

「テーマ」タブをクリックしてから、変更するテーマを選択します。

「カスタマイズ」ボタンをクリックします。

「テーマのカスタマイズ」ダイアログが表示されます。
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変更する色ごとに、色の選択テストボタンをクリックしてから、新しい色を選択し
ます。

ウィンドウ、テキストフィールド、ツールチップ、および選択したオブジェクト (テ
キスト、リスト項目、ウィンドウタイトルバーなど)のテキストおよび背景の色を変
更できます。

「閉じる」をクリックして変更を保存するか、「デフォルトに戻す」をクリックし
てテーマのデフォルト色スキームに戻します。

▼ テーマのウィンドウ境界設定を変更するには
「システム」→「設定」→「表示」の順に選択します。

「テーマ」タブをクリックしてから、変更するテーマを選択します。

「カスタマイズ」ボタンをクリックします。

「テーマのカスタマイズ」ダイアログが表示されます。

「ウィンドウ境界」タブをクリックして、使用可能なウィンドウ枠オプションを表
示します。

リストボックスから現在のテーマに関連付けるウィンドウ枠オプションを選択して
から、「閉じる」をクリックします。

▼ テーマのアイコン設定を変更するには
「システム」→「設定」→「表示」の順に選択します。

「テーマ」タブをクリックしてから、変更するテーマを選択します。

「カスタマイズ」ボタンをクリックします。

「テーマのカスタマイズ」ダイアログが表示されます。

「アイコン」タブをクリックして、使用可能なアイコンオプションを表示します。

リストボックスからテーマに関連付けるアイコンオプションを選択してから、「閉
じる」をクリックします。

次の表には、アクセシビリティー要件を満たしたアイコンオプションを一覧表示し
ます。
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アイコンオプション 説明

HighContrast ハイ・コントラストの色を使用して、明るいア
イコンに暗いテキストを表示します。

HighContrastInverse ハイ・コントラストの色を使用して、暗いアイ
コンに明るいテキストを表示します。

▼ テーマのマウスポインタ設定を変更するには

「システム」→「設定」→「表示」の順に選択します。

「テーマ」タブで、「カスタマイズ」ボタンをクリックして「テーマのカスタマイ
ズ」ダイアログを開きます。

「テーマのカスタマイズ」ダイアログで、「ポインタ」タブを選択します。

「ポインタ」タブで、サイズ変更をサポートするポインタテーマ
(DMZ-White、redglass、whiteglassなど)を選択します。

「サイズ」スライダをドラッグして、マウスポインタのサイズを大きくまたは小さ
くします。

ダイアログボックスを閉じます。

デスクトップの特定コンポーネントをカスタマイズする
このセクションでは、Oracle Solarisデスクトップの特定コンポーネントをカスタマイ
ズする方法について説明します。

▼ デスクトップ背景をカスタマイズするには
デスクトップ背景をカスタマイズするには

「システム」→「設定」→「表示」の順に選択します。

「背景」タブを選択します。

背景が選択されていない場合は、一覧表示された 1番目のエントリが使用される可
能性があります。
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注 –テーマによってデスクトップ背景は影響を受けません。

▼ 背景を単一色またはグラデーション色に設定する
には

背景のリストから、「デスクトップの背景ではありません」ツールチップを含む 1
番目の項目を選択します。

必要に応じて、「色」ドロップダウンリストから「単一色」、「横方向にグラ
デーション」、または「縦方向にグラデーション」を選択します。

デスクトップ背景に、単一色を 1つまたはグラデーション色を 2つ選択する際に表示
される色の選択テストボタンをクリックします。

▼ 背景を絵に設定するには
背景のリストから絵を選択します。

使用する絵がリストに表示されない場合は、「追加」ボタンをクリックして絵を追
加するか、ファイルマネージャーアプリケーションからリストまでドラッグしま
す。

「スタイル」ドロップダウンリストから、絵を背景に配置する方法を選択します。

絵では画面全体が満たされない場合は、「色」ドロップダウンリストおよび色の選
択テストボタンで指定された色を使用して、境界が満たされます。

▼ デスクトップ背景オブジェクトをカスタマイズす
るには
デスクトップ背景に表示されるアイコンのサイズは、「ファイル管理」設定ツール
で制御されます。

アイコンのサイズを変更するには

「ファイルマネージャー」ウィンドウで、「編集」→「設定」の順に選択します。

「ビュー」タブセクションを選択します。
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「アイコン表示の既定値」グループで、「デフォルトのズームレベル」ドロップダ
ウンリストで必要なズームレベルを選択します。

フォントをカスタマイズする
このセクションでは、デスクトップおよび頻繁に使用されるアプリケーションの
フォント設定をカスタマイズする方法について説明します。

デスクトップおよびデスクトップ背景で使用されるデフォルトのフォントタイプお
よびフォントサイズでは問題がある場合は、フォント設定をカスタマイズできま
す。

次のデスクトップコンポーネントおよびアプリケーションには、フォント設定を個
別に指定できます。

■ デスクトップ全体 (デスクトップ背景は除く)
■ デスクトップ背景のみ
■ 端末
■ テキストエディタ
■ ヘルプ
■ Web Browser
■ 電子メール (Thunderbirdまたは Evolution)

デスクトップフォントをカスタマイズする
「表示」設定ツールでは、デスクトップの標準フォントを指定できます。

「表示」設定ツールを起動するには、「システム」→「設定」→「表示」の順に選
択します。

「フォント」タブには、次のオプションがあります。

アプリケーション用フォント デスクトップで表示されるテキスト (GNOME準
拠のアプリケーションおよびパネルアプリ
ケーションに関連付けられたウィンドウやダイア
ログで表示されるテキストを含む)で使用する標
準フォントを設定します。

注 –定義済みテーマを使用して、「フォントの適
用」をクリックすると、テーマに関連付けられた
フォントによって、「表示」設定ツールから選択
されたフォントがオーバーライドされます。

ドキュメント用フォント ドキュメントを表示するために使用するフォント
を設定します。

3
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デスクトップ用フォント デスクトップ背景でのみ表示されるテキストに使
用するフォントを設定します。

ウィンドウタイトル用フォント ウィンドウのタイトルバーで表示されるテキスト
に使用するフォントを設定します。

固定幅フォント このボタンをクリックして、端末やテキストエ
ディタなどのアプリケーションで、非プロ
ポーショナルフォントでテキストを表示するとき
に使用するフォントを選択します。

フォントのレンダリング デスクトップでフォントをレンダリングする方法
を指定するには、次のオプションのいずれかを選
択します。
■ モノクロ
■ 最適なシェイプ
■ 最適なコントラスト
■ サブピクセルのスムージング

注 –大きいフォントを使用する場合は、ペインを使用するアプリケーション (ファイ
ルマネージャーやヘルプブラウザなど)のペインサイズを変更する必要がある場合が
あります。

アプリケーション用フォントをカスタマイズする
デフォルトでは、「表示」設定ツールで指定された標準フォントがアプリ
ケーションで使用されます。次のアプリケーションでは、標準フォントのカスタマ
イズが可能です。

■ ヘルプブラウザ
■ テキストエディタ
■ 端末
■ Web Browser
■ 電子メール (Thunderbirdまたは Evolution)

特別なアクセシビリティー要件を満たす
次のセクションでは、特定の領域でデスクトップのアクセシビリティーを改善する
ために必要な手順についての概要を示します。

特別なアクセシビリティー要件を満たす
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▼ ハイ・コントラストまたはロー・コントラストの
デスクトップを実現するには

「表示」設定ツールを使用して、必要なハイ・コントラストまたはロー・コントラ
ストのデスクトップテーマを選択します。

「背景」タブを使用して、次のようにデスクトップ背景をカスタマイズします。

a. デスクトップ背景を「デスクトップの背景ではありません」に設定します。

b. 色を「単一色」に設定します。

c. 背景色を選択します。

端末アプリケーションで、「プロファイルの編集」ダイアログの「色」タブで「シ
ステムのテーマ色を使用する」オプションが選択されていることを確認します。

geditテキストエディタアプリケーションで、「設定」ダイアログの「フォントと
色」タブで「クラシック」色スキームが選択されていることを確認します。

▼ 拡大版のデスクトップを実現するには
「表示」設定ツールを使用して、「拡大版」テーマを選択します。

「フォントの適用」ボタンをクリックして、デスクトップやウィンドウ枠で使用さ
れるフォントのサイズを大きくします。

「フォント」設定ツールの「デスクトップ用フォント」オプションを使用して、デ
スクトップ背景オブジェクトで表示されるフォントサイズを大きくします。

「端末の設定」ダイアログの「一般」タブで「システムの固定幅フォントを使
う」オプションが選択されている場合は、選択した拡大版テーマで指定された
フォントサイズが端末で使用されます。ただし、「システムの固定幅フォントを使
う」オプションが選択されていない場合は、フォント選択ボタンをクリックし
て、端末でテキストを表示する際に使用されるフォントサイズを大きくします。

geditフォントサイズを決定します。
gedit設定ダイアログで「デフォルトテーマのフォントを使用」オプションが選択さ
れている場合は、選択した拡大版テーマで指定されたフォントサイズが geditで使用
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されます。ただし、「デフォルトテーマのフォントを使用」オプションが選択され
ていない場合は、geditテキストエディタウィンドウの内容を表示する際に使用され
るフォントサイズを大きくします。

注 –ペインを使用するアプリケーション (ファイルマネージャーやヘルプブラウザな
ど)を使用する場合は、大きな出力を格納するために、ペインのサイズを変更する必
要がある場合があります。詳細は、適切なアプリケーションのオンラインヘルプを
参照してください。

特別なアクセシビリティー要件を満たす
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システム管理

この章では、アクセシビリティー対応のログインを有効にして、Oracle Solarisデスク
トップで利用可能な支援技術の使用を促進するために、システム管理者が実行する
必要のあるタスクについて説明します。

アクセシビリティー対応のログイン用にデスクトップを
構成する

Oracle Solarisデスクトップには、アクセシビリティー対応のログイン機能がありま
す。アクセシビリティー対応のログイン機能を使用すると、ユーザーが次のことを
実行できます。

■ ユーザーが画面、マウス、またはキーボードを通常どおりに使用することが困難
な場合に、デスクトップにログインする。

■ ユーザーアクションを支援技術アプリケーションに関連付けることによって、ロ
グイン時に支援技術を起動する。ユーザーは標準のキーボードから、あるいは
USBや PS/2マウスポートに接続されたキーボード、ポインティングデバイス、ま
たはスイッチデバイスからユーザーアクションを実行できます。このような
ユーザーアクションは、ジェスチャーと呼ばれます。

■ ユーザーがログインする前に、ログインダイアログの画像表示を変更する。たと
えば、可視性を向上させるために、ハイ・コントラストのテーマを使用します。

ログイン画面のアクセシビリティー機能の使用および構成の詳細は、『GNOME
ディスプレイマネージャーリファレンスマニュアル』を参照してください。
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Oracle Solarisシステムにアクセシビリティー用の Java環
境を構成する

Oracle Solarisシステムに Java環境を構成できます。

▼ Oracle Solarisシステムに Java環境を構成するには
Java SDKインストールのベースディレクトリに rootユーザーとしてログインしま
す。

jre/libディレクトリに移動します。
# cd jre/lib

次のコマンドを入力します。
# ln -s /usr/share/jar/accessibility.properties

extディレクトリに移動します。
# cd ext

次のコマンドを入力します。
# ln -s /usr/share/jar/gnome-java-bridge.jar

Oracle SolarisシステムでXKBを有効にする
SPARCプラットフォームでOracle Solarisオペレーティングシステムのデスクトップ
を使用する場合は、AccessX設定ツール、スクリーンリーダーと拡大鏡、またはオン
スクリーンキーボードを使用する前に、システムでXKBを有効にする必要がありま
す。

注 –現在、XKBは Sun Rayシステムではサポートされていません。

▼ Sun Ray Oracle Solarisシステム以外でXKBを有効に
するには

rootユーザーとしてログインします。

パスおよび /etc/dt/config/Xserversファイルがシステム上に存在するかどうかを
チェックします。
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/etc/dt/configディレクトリが存在しない場合は、次のコマンドを入力します。
# mkdir -p /etc/dt/config

Xserversファイルが存在しない場合は、次のコマンドを入力します。
# cp /usr/dt/config/Xservers /etc/dt/config/Xservers

Xserversファイルで、ファイルの最後までスクロールします。

ファイルの最後で次の行をコマンド行に追加します。
+kb

Xserversファイルを保存して閉じます。

コマンド行で次のコマンドを入力します。
pkill -HUP dtlogin

/etc/X11/gdm/gdm.confファイルで、ファイルの最後までスクロールすると、[server

- standard]という行が表示されます。

このセクションの command行を編集して、行の末尾に次のコマンドを追加します。

+accessx +kb

gdm.confファイルを保存して閉じます。

システムからログアウトし、もう一度ログインします。

XKBが実行されているかどうかを確認するには、次のコマンドを入力します。

xdpyinfo

拡張機能リストでXKEYBOARDを検索します。

代替のポインタデバイスを構成する
次のセクションでは、標準の物理マウスまたは別のポインタデバイス (シングルス
イッチデバイスやヘッドトラッカーデバイスなど)を使用できるようにシステムを構
成する方法、および 2台目のポインタデバイスを使用できるようにオンスクリーン
キーボードを構成する方法について説明します。
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▼ Oracle Solarisシステムに代替のポインタデバイス
を構成するには

注 –この手順は、すべてのOracle Solarisプラットフォームで機能するのではありませ
ん。

システムに代替のポインタデバイスを接続する前に、既存のデバイスを一覧表示し
ます。
# ls -l /dev/usb/hid*

システムに代替のポインタデバイスを接続します。

新規デバイスを一覧表示します。
# ls -l /dev/usb/hid*

/usr/openwin/server/etc/OWconfigファイルに、次の行を追加します。
# Sun Mouse module

class="XINPUT" name="IMOUSE2"
dev="/dev/usb/hid2" strmod="usbms"
ddxHandler="ddxSUNWmouse.so.1"
ddxInitFunc="ddxSUNWmouseProc";

ここでは:

■ nameオプションは文字列 IMOUSEで始まりますが、既存のデバイス番号に応じ
て、IMOUSE2や IMOUSE3などの一意の文字列になるように拡張されます。

■ devオプションには、手順 3で識別されたデバイス名を指定します。

OWconfigファイルから次の行を削除します。
# Null Mouse module class="XINPUT" name="NMOUSE"

ddxHandler="ddxSUNWmouse.so.1" ddxInitFunc="ddxnullmouseProc";

/usr/openwin/server/etc/OWconfigファイルを保存します。

Xサーバーを起動します。

▼ Oracle Solaris x86システムに2台のUSBマウスデ
バイスを構成するには

システムに 2台目のマウスを接続する前に、既存のデバイスを一覧表示します。
# ls -l /dev/usb/hid*
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システムに 2台目のマウスを接続します。

新規デバイスを一覧表示します。
# ls -l /dev/usb/hid*

/etc/X11/xorg.confファイルで、 ServerLayoutセクションを次のように編集しま
す。
Section "ServerLayout"

Identifier "X.org Configured"
Screen 0 "Screen0" 0 0

InputDevice "Mouse0" "CorePointer"
InputDevice "Mouse1"
InputDevice "Keyboard0" "CoreKeyboard"

EndSection

InputDeviceセクションを次のように編集します。
Section "InputDevice"

Identifier "Mouse0"
Driver "mouse"
Option "Protocol" "VUID"
Option "Device" "/dev/mouse"

EndSection

2番目の InputDeviceセクションを次のように編集します。
Section "InputDevice"

Identifier "Mouse1"
Driver "mouse"
Option "Protocol" "VUID"
Option "StreamsModule" "usbms"
Option "Device" "/dev/usb/hidx"

EndSection

ここでは:

/dev/usb/hidxは、手順 3で識別されたデバイス名です。

/etc/X11/xorg.confファイルを保存します。

Xサーバーを起動します。
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